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平成３０年９月甲良町議会定例会会議録 

平成３０年９月７日（金曜日） 

 

◎本日の会議に付した事件（議事日程） 

第１       会議録署名議員の指名 

第２       一般質問 

 

◎会議に出席した議員（１２名） 

   １番 岡 田 隆 行 ２番 田 中 章 浩 

   ３番 山 田   充 ４番 山 田 裕 康 

   ５番 野 瀬 欣 廣 ６番 阪 東 佐智男 

   ７番 宮 嵜 光 一 ８番 木 村   修 

   ９番 西 川 誠 一 １０番 建 部 孝 夫 

  １１番 西 澤 伸 明 １２番 丸 山 恵 二 

 

◎会議に欠席した議員 

   な  し 

 

◎会議に出席した説明員 

 町   長 野 瀬 喜久男 教 育 長 橋 本   悟 

 総 務 課 長 中 川 雅 博 教 育 次 長 西 村 克 英 

 税 務 課 長 福 原   猛 学校教育課長 上 橋 純 子 

 住 民 課 長 小 林 千 春 社会教育課長 大 野 けい子 

 企画監理課長 村 岸   勉 保健福祉課長 米 田 志保子 

 総務課参事 橋 本 浩 美 建設水道課長 中 村 康 之 

 人 権 課 長 中 川 愛 博 会計管理者 宮 川 哲 郎 

 産 業 課 長 北 坂   仁 

 

◎議場に出席した事務局職員 

 事 務 局 長 陌 間   忍 書 記 藤 井 千 恵 
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（午前９時００分 開会） 

○丸山議長 ただいまの出席議員数は１２人です。 

 議員定足数に達していますので、平成３０年９月甲良町議会定例会３日目

を開会します。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、既に配布しているとおりです。 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員に、８番 木村議員、９番 西川議員を指名します。 

○丸山議長 次に、日程第２ 一般質問を行います。 

 発言通告書が提出されていますので、これより許しますが、発言時間につ

いて申し上げます。諸般の都合により、本日の質問時間については、会議規

則第５６条第１項の規定により、１人４０分以内とします。ただし質問の途

中であれば、多少の延長も認めますので、質問者は時間が来れば簡潔にまと

めて質問してください。なお、答弁する人も簡潔明瞭に答弁をお願いします。 

 それでは、１０番 建部議員の一般質問を許します。 

 １０番 建部議員。 

○建部議員 初めに、本日皆さん方の手元に配布しました資料、事前に議長の

了解を得ずに配ってしまいました。まことに申しわけないです。 

○丸山議長 １０番 建部議員。 

○建部議員 それでは、私の一般質問でございますが、まず皆さん方の手元に

資料を配布いたしました。これは本日の私の一般質問の共通理解というか、

内容について、理解、認識していただくための事前のものとして配布をいた

しました。冒頭、その趣旨についてご説明申し上げますが、資料は皆さんに

は裏表のコピー、議員さんには１枚ずつのコピーで４枚のコピーになってい

ますね。これは、まず冒頭のやつは、平成２６年６月３０日の私の町政議会

報告に掲載しました甲良町消滅という、これは４年前の話になるんですが、

そのときに、本日の質問の趣旨の内容が書かれているというので、資料とし

て出しました。これは、平成２６年５月８日に日本創生会議人口減少問題検

討分科会が、人口減が加速することによって、現在の行政サービスの維持が

難しくなって、消滅の可能性があるというのを、実は公表というか、発表し

たんです。それは、そのときの中央公論に掲載された内容が、ここに全ての

資料があるんですが、その中から、実は８９６自治体が消滅の危機にあると

いうことでした。それは、子どもを産む中心世代である２０から３９歳の女

性、若年女性と言われていますが、人口が半数以下に減ることを予測してい

るものです。出産の可能年齢の女性が、次の世代の女児、要するに女の人を

どの程度出産するかに、この日本創生会議は着目して、それで推計を出した
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んです。要するに、若年女性人口が減少し続ける限りは、人口の再生産力は

低下し、総人口の減少に歯どめがかからない関係にあると。それは、若年女

性が５０％以上減少すると、出生率を幾ら上げても、人口が減少、維持が困

難になるということが言われています。滋賀県の甲良町は、若年女性減少率

は６５．５％、マイナスですが、２０１０年に８７２人いた若年女性が、こ

れは７，５００人と上げているのは、当時の国調、国勢調査の人口でありま

す。実際の住基とはちょっと４、５００人の差があるんですが、７，５００

人から３，９６５人。これは人口が４７％が減ると、そういうことが予測さ

れました。 

 当時、半減すると言われている８９６自治体のうち、甲良町は３０８番目

に高い減少率でした。そういうことがきっかけで、実は平成２７年、２８年

にかけてどこともそういった減少対策に対する取り組みが進められてきたん

です。 

 そこで、まず私の本日の１番目の内容は、人口減少に対する最優先課題は

何かということで３つ上げました。 

 まず、町の人口の流出、転出を防ぐということでございますが、２枚目の

資料に、ここ１０年間ほどの甲良町の人口の推移の資料をつけてございます。

平成２１年から今日９月１日までの間の人口の流れを、実はこの一覧にして

いるんですが、平成２１年、なぜこの２１年に最初をもっていったかという

と、そのときの人口が８，０２５人。８，０００台であったということで、

８，０００から始まったのが２１年でしたので、そういうことで、２１年を

初年度としてあとずっと年数別に、今の平成３０年９月１日現在の人口７，

０２６人。国調とは違って、これ、住基から来ましたので、若干人口の隔た

りが４、５００人あります。 

 まず、注目の平成２２年、国調では７，５００人、実際は７，９５９人と

いう人口の中で、それから見ますと、やはり人口の流出、増減の中の転出と

いう欄を見ていただきますと、非常に多くの方々が甲良町から転出をされて

います。まず、増減の中で、出生がこういう状態でだんだん少なくなってい

く。死亡の方については、出生を上回る死亡率。そして、転入転出について

は、転入よりかはるかに多い転出。これでもってどんどんどんどんと人口が

減っていっていますね。これで行きますと、平均、今まで２１年から３０年

までの今日まで、平均２２９人の方が甲良町から転出されています、年間。

転入者は年間平均１６８人。 

 そして、私、先ほど若年女性の方と言いました、ちょっと中から左側の方

に、うち若年女性というのを書いています。この平成２１年９６６人から、

現在では６５３人。実は創生会議は、２０４０年で甲良町は女性の、若年女
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性の人口は３０１人ぐらいになるであろうと、推計をされたんですが、私、

これ、単純に減っていく、その数をずっと足していったら、２０４０年では

２９２人になってくるんじゃないかと。少なくとも３００人を多分切るほど

になるんじゃないかなという若年女性のもうそういう推移になっています。 

 この表から見て、やはり人口の流出については、やっぱり甲良町としては

大きな危機感を持たなきゃいけないというふうに思います。人口減少対策の

基本は、２番目のもちろん出生率にあるんですが、それに次いで、この人口

の流出については、やはり最大の注意というか、課題として上げられるとい

うふうに思います。 

 そして、２つ目の町内での出生率を上げるということなんですが、これも

この表で見ていただきます。増減の増の表の中で、平成２１年から出生率が

ずっと大体こまめに下がってきています。ただ２５年は５６人という年もあ

りましたが、平均下がっています。平成３０年に至っては、４月１日から９

月１日のわずか５カ月間ですので、１６人しかというか、出産がない。この

調子で行くと、多分３２、３人、３５人ぐらいまでじゃないかなということ

が推計されます。そういうふうに考えると、本当にこの人口減少対策の最大

のやはり課題というのは、お子さんが生まれなけりゃならない。要するに、

出生がなかったら、絶対に人口が減るというのは、これは当たり前のことな

んですが、いかにこの出生率を上げていくか、高めるかというのがやり方じ

ゃないかなというふうに思います。 

 それで、３つ目の最優先課題、これは子育ての延長になるんですが、甲良

で生まれた子ども、子育てが順調に行き、そして学校へ行き、その学校では

やはり賢いというか、資質、能力、とりわけ学力の向上を図り、その子ども

たちがやはり甲良町を愛する郷土愛を育む、そういうことが３つ目の課題に

なるんじゃないかと。そういうふうに、一応３つの課題を上げています。 

 そこで、まず１番に上げた人口の流出についてですが、特に最近、企画監

理課長、数年ぐらい前から、甲良町を転出される方にアンケートか、その転

出の理由とか、何かそういうようなものを調査していることが、数年前から

あったというふうに聞いているんですが、その転出の理由というのは一番大

きな理由は何でしょうね。 

○丸山議長 企画監理課長。 

○村岸企画監理課長 やはり住む場所がないということと、やはりサービス的

なことの回答が出ておりますので、そういったものの資料につきまして、ご

報告、また出させていただきたいと思います。 

○建部議員 住む場所がないんですか。 

○丸山議長 １０番 建部議員。 
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○建部議員 さまざまな理由があるんですが、あと具体的にはその理由一つ一

つがやはり課題になっているので、その理由に対することに応える施策なり、

それが必要じゃないかということは、次の項で申し上げますが、この人口流

出、転出の主な理由、今言ったように住むところがない。私はあと、就職を

機会に転出されるとか、そしてまた結婚を理由に転出されるとか、いろいろ

あるんですが。 

 実はもう一つ大きな問題が内在しているように思います。それは部落問題

であります。総合戦略を立てる前に、住民からのアンケートとかいろいろと

った中で、甲良町が全体が部落のように思われていると。その町が嫌だから

出ていくという方も、中にあったんです。それは私も聞いていますけど。要

するに、甲良町では、呉竹、長寺というのは同和地区で、今までから対策事

業を受けていたところでありますが、もう甲良町全体が同和地区のように人

から思われていると。そんな町は嫌だというので出ているというのも、実は

部落問題も内在していることを、これだけは自覚というか、認識をしていた

だいてほしいというふうに思います。 

 それと、２番目の結婚というか、出生率を上げていくという中で、保健福

祉課長、どうですかね。こうして年々出生が下げているというのは、もちろ

ん結婚しない人も増えてくる。そして、子どもを欲する数が１人、いや多く

て２人、３人という、だんだんそういう希望の出生率も下がっていっている

ということもあるんですが、やはり原因は何でしょうね。 

○丸山議長 保健福祉課長。 

○米田保健福祉課長 今、議員がおっしゃられている人口減少というところに

向かっていますけども、甲良町では、日本全体で人口が減っていっていると

いう中で、人口を維持していくためには、合計特殊出生率が２．０７ないと

人口は増えないと言われています。日本全体、もうその数値は維持していな

いということで、この言われています平成２６年ですけども、この２６年の

数値といたしましては、全国が１．４３、滋賀県が１．５３、甲良町が１．

４１でした。ところが、この２８年に入ってから急に出生数が減ってきてい

るということで、現状では１．０５という数字になっております。この人口

流出を防ぐという施策が、先ほどの総合戦略の中でいろいろ計画はしており

ますが、その１つに、妊娠、出産を望むご夫婦への不妊治療にかかる医療費

の助成というのを甲良町ではやっております。この助成を始めたのは、平成

１９年からなんですけども、平成２８年では６組の申請があって、２名の出

産につながっております。平成２９年は５組の申請があって、出産が３名と

いうことでした。少なからずもこの補助金を出すというところで、出産には

つながっていると考えております。 
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○丸山議長 建部議員。 

○建部議員 最低２人、今、２．０３と言ったんですが、２人以上のお子さん

を産まないと、人口の維持ができないと。現在、結婚したくてもできない人

とか、もともと結婚は嫌だという方もおられるんですが、必ずしも適齢期が

来たからといって、全てが結婚されるわけではございません。その中で結婚

されても、少子化というか、本当に子どもの数、１人ないし２人という、し

か欲しない、そういう夫婦もありますが、これは後でまた具体的な政策案の

中で申し上げますが、やはり基本はこの人口を増やすためには、やっぱり出

生がまず第一なんだと。これしかないんですよね。あと、これは話題にも上

がっていますが、移住。よそから甲良町へ来ていただく。これは大変難しい

内容ですよね。第一甲良町に来ていただくだけの受け入れ、それから甲良町

の魅力がなかったら、よそから絶対来ていただけない。それは政策の、私は

第二、次の次だと思っているんですが、問題は何とかこの出生をやはり、実

際にはそういう環境をつくっていくということが課題だろうというふうに思

います。 

 ３つ目の、議長。 

○丸山議長 建部議員。 

○建部議員 魅力ある町の創生は、子育てが基本であるという。私、その次の

資料に、これはネットで調べました。全国の学力テストの小中学校、１ペー

ジ、表の方は、これは小学校、中学校を総合した正答率のランキングです。

その次のやつは、これは小学生と中学生のを分けたランキング。最初に出し

ている資料は、２つを統合して出したんです。一目瞭然です。下の方、ずっ

と見た、私、マーカーをしているので、それを印刷したのであれですが、滋

賀県４６番目なんですよね。多分これはもう総合的、今までのずっと年代的

に見ても、４５、４６、４７、この辺はずっと滋賀県の形跡というか、そこ

から大体上は行っていないというふうに私は確信しています。これは３０年

度の滋賀県の位置です。それは次の小学校、中学校で見ますと、小学校につ

いては４７番目ということは最下位ですよね。中学校については４２番目。

これ、４２番目といいましても、４２番目のとこが３県ありますから、そし

て４５番目が２県。そして、４７番になるんですが、下から行きますと、こ

れもう３位ですよね。一応４２番目になっているんですが、下からいうと３

位ぐらいに位置していると。 

 このことについては、滋賀県知事やら滋賀県の教育長がどう考えておられ

るのか知らないけれども、これ、政令都市も出ていまして、２０ある政令都

市のうち、大阪市は２０番目の最下位でしたね。これで怒りましたね、市長

が。もう新聞に出て来ておりますけど。 
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 こういうことで、ただ残念なのは、滋賀県はこういうデータを公表はして

いません。でも、教育長や学校教育課長は、甲良町は滋賀県のどの位置にい

るかという情報は得ているんじゃないでしょうか。差し支えなかったら教え

てください。 

○丸山議長 学校教育課長。 

○上橋学校教育課長 ただいまの質問にお答えします。 

 私たちは、滋賀県のどの位置にあるかということについては、教えていた

だいておりません。 

○丸山議長 建部議員。 

○建部議員 多分そう言われると思っていました。でも、私は確信を得ている

んです。１９ある市町のうち、甲良町はワースト３の中に必ず位置している

というふうに思っています。ということは、それほど甲良町。もちろん日本

全国で滋賀県は最下位、沖縄に次いで、総合すると尻から２番目なんですが、

滋賀県内では甲良町はワースト３。１９ある中で下から３番目までぐらいに

は入っているというふうには思っています。 

 この学力の話をすると、言い逃れとか、苦し紛れにとか、弁解じみて聞こ

えるんですが、教育は学力だけじゃないよとよく言われるんです。学力偏重。

要するに、教育というのは、私、今日は学校教育法、教育の基本法、学校教

育法、社会教育法、そして学校教育規則。それから、学習指導要領という資

料を持ち合わせて教育論争をするつもりはないんです。ないんですが、一応

私も教育の内容について、確かに学力だけじゃないということはよくわかる

んです。今、教育基本法が改正されて、そして、学習指導要領でも子どもの

生きる力というのは、総合的に生きる力というのが強調されています。その

生きる力には、確かな学力、そして豊かな人間性、そして、健康、体力と。

この３つがバランスのとれた力として生きる力になると。単に学力だけじゃ

ないよ、教育はこの３つが総合されて教育ですよと、これはよく言われます。

これは学力の低いところの方が、よく弁明される言葉で聞く話です。  

 でも、教育の最たるものが、確かな学力が中心です。やっぱりそれがまず

第一番ですよ。確かに、豊かな人間性も必要。健やかな体をつくるというの

も必要。だけど、学校教育は学力、賢いというか、そういう生きる力のまず

基本は学力であると。だから、私は、確かに三位一体でバランスのとれた教

育を施していこうとすると、学力、徳育、体育という３つの領域のバランス

のとれた教育力でもってということは、よく言われることはよくわかるんで

すが、何といっても、やはり学力だと。私はそれが一番だと思います。あと

の徳育なり体育について、否定するわけじゃないんですけども、一応総合的

にバランスのとれた教育を施していこうと思う、その中心はやはり学力であ
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ると。  

 ですから、甲良町の子どもを賢い子どもに育ててほしいんですよね。それ

には、私は３つの原因があると。１つは、甲良町における地域の教育力、と

りわけ保護者、親の教育力、家庭教育ですよね、すなわち。これは子育ての

延長で、子育てにもかかわってきますが、三つ子の魂百までと言われていま

す。その家庭の中で、その子どものしつけ、基本的生活習慣、これはやっぱ

り家庭でないとできない。それを学校教育でやれといっても、やはり家庭の

力も必要になってくる。そういうことになると、やはり地域、とりわけ保護

者の教育力に、特に家庭教育にやはり問題があると。  

 ２つ目は、そういう家庭から育ってきた、もちろん基本的生活習慣なり、

そういうしつけなり、十分施されずに小学校、中学校へ行くという、そうい

う子どもたちは、素地としては、下地ができていないんですから、やはり子

どもにもそういう施されていなかったという弱点があります。  

 ３つ目は、やはり子どもを教え育てる教師、これの質に問題がありますね。

教師の指導能力、質に私は問題があるんじゃないかなと。  

 この３つが相乗されて、私は今日の甲良町における低位な実態、学力の低

位な実態にあると。具体的にじゃ、どうしたらいいかというのは後で触れま

すが、そのことが私はこの３つの課題だというふうに思います。  

○丸山議長 建部議員。 

○建部議員 次に、それじゃ、具体的にどういう課題を克服するために、事業

を展開していったらええかということなんですが、課題を克服するための環

境なり、条件整備を早急に図るということなんです。もちろんこれには大き

なお金がかかります。国、県、企業、また住民等の助成協力が不可欠であり

ます。  

 まず、そのうちの人口の転出についてですが、転出の理由に応えられる事

業を創出すると。今、企画監理課長は、住むところがないと言われました。

じゃ、その住むところをつくらなあかんじゃないですか。まず、住居の確保。

そして、通勤可能範囲内での就労および生活ができる就労をあっせん奨励す

る。やっぱりよそへ住み着いてもらうよりか、甲良町から出勤、通勤ができ

る、そういう範囲内で仕事についていただくと、甲良町で住んでいくことは

可能です。そして、甲良町内でそういう企業誘致があれば、そこで働いてい

ただける。町内企業、社員の居宅のあっせん、これというのは、例えば今、

古河ＡＳ、北海製罐、そして北落にも何社かあります。その社員たちは、単

身赴任であれ、家族と一緒であれ、実は本社から、またもとの会社からこち

らへ出向してきているわけですよね。もちろん地元で雇われている方もおり

ますが、そういった方たちの住まいは、ほとんどは彦根、そして愛荘、豊郷、
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多賀。甲良ではほとんど住んでいない。そこから今、古河ＡＳなり、北海製

罐なり、その北落の企業に通勤しているんですよね。その人たちをなぜ甲良

町へ呼べないか。住むところがないから。だったら、それを早急につくる必

要があるんじゃないかなと。そして、そういう方たちがやはり甲良町で住ん

でいただく。そして、町内にあるその企業に自転車でも行ける通勤距離、歩

いてでも行ける距離だったら、なおさら結構なことなので、そういうふうに

目を向けていただくということも、これは必要じゃないか。  

 それと、町職員ですね。どこよりも甲良町は滋賀県一番に減少、人口の減

少が激しい。その中にあって、甲良町の最大の行政課題は、人口減少対策に

あると。その課題に向けて、町職員は一生懸命にその施策なり、その制度、

それらの実行にあたろうとしている。その職員が結婚を機会に、またあるこ

とが機会になって、よそで住まれる方が最近非常に多くなりました。これは

もう皆さんも見渡したらわかると思います。甲良町で給料をいただきながら、

そして、よその市や町に税金を納める、こんな不合理なことというのは、こ

んな無駄なことというのはないですよね。よその企業で働いて、よそで納め

るのはいいんですが、甲良町の職員であって、甲良町で給料をいただいて、

そして、税金をよそへ納める。そして、その甲良町では、人口減少対策だと

いって、その施策を甲良町で進めていく。これが町職員なんですよ。  

 そういう町職員、出ていった町職員さん、できることならＵターンして、

そして、甲良町の仕事をしてほしいですね。私、これ、民間の企業の社員な

ら言いませんよ。甲良町の職員だから、それを言うんですよ。そういう方の

Ｕターン、これは憲法で保障されていて、居住、移転の自由というのがあっ

て、どこで住もうとも、これはその自由は保障はされているんです。強制は

できない。でも、何とか甲良町で住んでもらえないか。また、住もうじゃな

いかという奨励はできるんじゃないかな。強制は確かに、もう憲法で保障さ

れている居住、移転の自由がありますから、これはできませんけども、甲良

町の職員だったら、甲良町で人口減少対策に取り組んでいるなら、自分が甲

良町にいて、甲良町で給料をいただいているんですから、当然そこで働こう

じゃないかということになるわけですね。  

 そして、もう一つ、自治会、隣組、それから、勤労奉仕というのか、役務

というのか、土日になると、何かに草刈りや何とか、掃除やとか、いろいろ

駆り出される、旧来の自治会。あとは村意識というか、そういうところから

逃れたいという方も転出者の中におられる。最近の若い世代というか、どこ

とも団地ができて、そこに自治会というのは、もう今、ないところがほとん

どあります。世話方が、ある人が世話人さんが自治会をつくりましょうかと

団地を回ります。約半数以上の人は、いや、結構ですといって断られている。
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ただし、ごみ収集だけは一軒一軒、その町は収集に来ないので、ある集積場

所に行く。その７、８軒、ないし１０軒以内ぐらいのところで１カ所に集積

場所を、その団地は置いてあるんですが、そのごみの集積場所の管理だけは、

その７軒、８軒、隣近所の方、そのごみ集積場を利用している方が交代で管

理、掃除に出ると。それぐらいなんです。家の前の水路、まあいったらあり

ます。それはもう自分だけで掃除します。道路、これは市のもの、その団地

のものですから、その個人はその道までの掃除はしません。それは、そこの

町なり市が清掃に来ます。そういう形態というのが、最近団地で多いです。

ほとんどのサラリーマンの方、土日休みですから、子どもの相手、家族のサ

ービス、そして自分の土日は体を休める、そういったことに専念ができるわ

けです。田舎では、ああ、今週はこうだったけど、また来週もこれ出なあか

ん、あれも出なあかん。祭りや、そしてそんな字の行事があったりして、本

当に若者の自由というのがない、そういう在所がありますよね。ましてや、

勤労奉仕に出ないと、不参加費といって、出ないからといって２，０００円

徴収するとか、そういう罰金まで取るようなところもありますよね。  

 私は、今はもう自治会のあり方を考えないかんと、そういう在所じゃだめ

だと。もしそういうところがだめなら、新しい、私は以前に提案したんです

が、１００戸ないし集合住宅なり、個別の個人住宅であれ、そういう団地を

つくったら、その団地を本当に自由な快適な住居、居住空間として何の束縛

も受けない、そういう自由な団地であったらいいかなというふうなことを考

えています。  

 あとはやっぱり、低位な実態にある住民の生活と教育の向上というのがあ

るんですが、そこで私、今、いろいろ申し上げました。これはもう企画監理

課長が直接その事業をやるわけじゃないけれども、私が言ったことは、企画

の段階で、そういうものを施策、テーブルに上げるというか、企画に値する

というふうに思われるか、どのように感じます。  

○丸山議長 企画監理課長。 

○村岸企画監理課長 議員のおっしゃるとおり、甲良町における問題につきま

しては、今、議員がおっしゃったとおりでございます。そういったことの中

で、総合戦略の中で、そういったものについての事業については取りかかっ

ているということで、用地の確保、子育て、そういった４つの柱を認識して

おりますので、企画の段階でも、やはりそういった事業は必要だと思ってお

ります。  

○丸山議長 建部議員。 

○建部議員 甲良町、２８年に出した総合戦略、これ、見直しというか、まだ

新しいんですけど、ちょっと若干中身を悠長に考えちゃいかんということが
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あったら、やっぱり率先して、何というか、重要な課題は早急に取り組むと

いう、そういう姿勢でないと、年次的にこの戦略に向かってやっていきます

ということだけではいかんので、やはり緊急課題、重要課題については、こ

の戦略から外れても、もしそれを先送りして、先行してやっていくとかいう、

そういう手はずも考えていただきたいというふうに思います。  

 すごいね。もう時間が４０分、時間がこんだけになってしまいました。  

 次に、ちょっと飛ばしますが、やはり出生の話もあるんですが、保健福祉

課長、どうしたら出生率を上げることができるんでしょうね。これが一番肝

心なんですけどね。  

○丸山議長 保健福祉課長。 

○米田保健福祉課長 子育てに関する経済的な支援というのも必要ではあると

思うんですけども、安心して子育てができる環境の整備というところも重要

な施策だと思っております。体調や環境が変化しやすい孤独化に陥りやすい

妊娠中から産後の期間を、切れ目ない安定した支援を実施していくというこ

とで、甲良町では産後ケア事業とか、乳児おむつ宅配事業などの新しいサー

ビスを取り入れて、その後の相談や支援を充実していくということを考えて

おります。  

 先ほど議員が、子どもたちに基本的生活習慣が備わっていないんじゃない

かというご指摘もありました。そのことも含め、家庭支援業務というのがで

きる体制を整えて、安心して子育てできるまちづくりを整備していきたいと

考えております。  

○丸山議長 建部議員。 

○建部議員 具体例として、私は結婚、妊娠、出産、子育て支援、多子所帯の

支援、若者所帯の所得の確保、住宅の確保と、そういったことを上げました。

特に結婚については、結婚しない方が多い。その方たちに結婚を奨励する。

いろんな手段があると思うんですが、問題はやはり結婚していただかないと

だめですよね。できたら。そういう結婚を増やしていく。そして、妊娠も多

子出産というか、多子所帯の支援というのを、これはやっぱり考えていかな

いかんことじゃないかなと。これは前回も、議会で提案している内容なんで

すが、例えば多出産を奨励する意味で、第１子に対する第２子、第３子、第

４子、第５子と、それ以上、それぞれに年金、年間１０万円ずつの、仮に第

１子であったら、今はこれ２０万と書いていますけど、私、これ、以前３０

万。２子は３０万と書いていますけど５０万、そして３子は１００万という

ような提案をした。それほど奇抜なことでもって、お子さんを沢山産んでい

ただくという。そして、１０万円ずつの年金支払いということになると、実

はそれをいただいたは、もう転出してもらったら困るので、結局、そのお金
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は年間１０万円ずつの、例えば３子生まれた方については、５年間で５０万

を支給するというような、そういう制度も考えてみてはどうかと。企画監理

課長、これもテーブルというか、やはり検討課題として企画の段階でちょっ

とテーブルに上げていくことをお願いできますか。  

○丸山議長 企画監理課長。 

○村岸企画監理課長 基本的には、個人給付というものにつきまして、現在、

必要性というものにつきましては、現在検討の中に今、入っておりません。

ただし、必要なものということで、そういったおむつの支給事業とか、そう

いったものについて、検討課題の中で給付をさせていただくような事業展開

をさせていただいているところでございます。  

○丸山議長 建部議員。 

○建部議員 私、ある何かで見たことがあるんですが、どこか１町だけこうい

う制度を持っているところがありますね。また参考にしていただきたいと思

いますが、私、これ、この制度、絶対有効だと思います。時間がないので次

に行きます。  

 ３番目の魅力あるまちの創生は子育てが基本である。子育ての延長は、や

はり子どもの教育、学校教育、小学校、中学校があるわけなんです。３つの

理由を述べました。これは、ちょっとカレンダーのメモにしたんですが、ネ

ットで見ました。学力高水準の秘密は、生活習慣にあったというので、これ

は秋田県です。秋田県の子どもたちは早寝早起き。秋田県の子どもたちは朝

ご飯をしっかり食べる。これは規則正しい生活習慣がやはり行われていると

いうことです。３つ目は、実は秋田の子どもは、あまり学習時間というのは

それほど多くない。１時間以上、２時間未満の小学生の割合は５６．２％。

大体１時間から２時間の間と、家庭学習の時間。それが大半５６％、秋田で

はおられます。でも、これというのは全国平均からすると、短いぐらいです

というようなことを言っていますね。  

 そして、高い学力の秘密は、家庭学習ノートにあるというので、普通のノ

ートに１ページ、子どもの好きな勉強をそこに書いていくと。そうすると、

担任はそれのノートに一つ一つコメントを書いて、子どもに戻すと。これ、

毎日それを繰り返しているんですと。そして、言っています。学力向上のた

めには、夜遅くまでの勉強も高い月謝の学習塾も必要ないです。規則正しい

生活と食事、そして学校の勉強を基本とした家庭学習で、全国トップレベル

の学習を身につけることができます。まずは今夜、別途、寝る時間と、明日

の朝のご飯から考えてみませんかというので、これは秋田県が出しているネ

ットからこれを拾い出してきたんです。秋田は今年は２番目なんですが、今

までずっと秋田というのはトップクラスでありました。今年は石川に譲った
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格好になるんですが、そういうふうにやはり考えてもらいたいのと、やはり

後でまた言われると思うんですが、西川議員の質問の中にもありました。や

っぱり教師の質ですね。子どもたちの指導能力、それのある良質な教師。こ

れは甲良町だけでどうにもならない、県の人事ですから、どうにもならない

んですが、仮にそのことだけはというか、頭に入れて極力優秀な方をお願い

したい。  

 参考に申し上げます。私、これと同じ質問を２８年６月議会で行いました。

甲良の宝、子どもに家族愛、郷土愛を育み、賢く。賢くというのは学力、知

力を育てていくという、その質問に、当時の学校教育課長が、郷土に愛着と

誇りが持てる子どもの育成をめざしていると。それをこれからやるというん

じゃない。めざしているという答弁をしているんです。そして、学力につい

ては、教職員の指導力の向上と、子どもたちが主体的に学べるよう、授業の

改革に取り組んでいると書いてあるんです。そのように答弁している。取り

組んでいる、そしてめざしているということは、もう既にそういうことは実

行しているということを、その学校教育課長は答弁しています。そうでなか

ったら、それから２年たっているんですから、その成果というのは上がって

ないかんですよ。そのことを、私が今、申し上げるわけにはいきませんが、

ぜひとも検証願って、極力いい先生を甲良町に招聘をお願いして、私の一般

質問を終わります。  

○丸山議長 １０番 建部議員の一般質問が終わりました。  

 次に、９番 西川議員の一般質問を許します。  

 ９番 西川議員。  

○西川議員 議長の許可を得ましたので、質問させていただきます。項目もよ

うけありますので、早口で行きます。  

 まず一番最初、忠霊塔移転ということなんですが、現状をお知らせくださ

い。  

○丸山議長 住民課長。  

○小林住民課長 平成３０年７月１０日の日に、甲良町遺族会と事務局である

社会福祉協議会、あと住民課等で協議を行いました結果、移設候補地として、

彦根八日市甲西線の拡幅工事による整備されることになる甲良町役場横の甲

良町豊後守宗廣像の横の歴史公園の一角のところに、東西の忠霊塔を１カ所

とし、小規模なものを建設していくという方向で、意思の統一は図られてお

ります。  

○丸山議長 ９番 西川議員。  

○西川議員 町もそれでいいという形では思っておられるという理解でよろし

いんですかね。 
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 それと、跡地の問題ですけど、あの辺も国の関係とか、その辺のところも

いろいろやらないかんし、移設した後は、その残地をどうするかということ

も検討していかないかんはずですので、よろしくお願いしておきたいと思い

ます。 

 次に、今、建部議員がおっしゃっていました学力のことなんですが、最初

に建部議員の資料の中で思っていまして、私、ちょっとあまり理解できない

ので、とことん理解できていないので、お聞きしたいと思います。偏差値と

いうのはどういう理解をしたらいいんですか。 

○丸山議長 学校教育課長。  

○上橋学校教育課長 大きなグラフを想像していただきまして、一番山になる

ところの、山の中心となるところを偏差値というふうに捉えております。 

○丸山議長 教育次長。  

○西村教育次長 学力テストは、１問できた方が何名、２問できた方、何名。

全部で２０問あったら、２０問できた方から１問しかできなかった方まで、

１人から大体３人、４人、５人、６人、正答率が棒グラフになるんです。こ

のてっぺんのところの率を偏差値と呼んでいるんです。そもそも出題が、２

０問あったら、１問正解した人、何人、２問正解した人、何人というあらわ

し方をしますので、それをグラフにあらわしたてっぺんを偏差値と呼んでお

ります。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 そしたら、偏差値の一番大きなやつでいくと、小中学校で、総合

ランキング、８１．０１が石川県ですよね。滋賀県が３５．１７、これ大き

な差やと思うんですが、これ、どう皆さん理解されます。 

○丸山議長 学校教育課長。  

○上橋学校教育課長 偏差値という考え方、平均というふうに置きかえていた

だいたらわかりやすいかと思うんですけれども、平均が、石川県の方は、正

答した子どもたちの数が非常に多いということでご理解いただけたらと思い

ます。  

○丸山議長 ９番 西川議員。  

○西川議員 それじゃ、本題に入っていきます。滋賀県でも問題になっていま

した。学力が低いということが公表されて、滋賀県でも、県議会でも決議案

が可決されているはずなんですが、私の持っている資料の中で、滋賀県が最

下位というのがあるんですよね。国語のＡ、最下位、算数Ａ、最下位、算数

Ｂ、最下位、これ小学生。中学校は、国語のＢが最下位、国語のＡ、理科が

ワースト２位、こんな感じで発表されているんですが、この辺は教育委員会、

学校側は、これ、皆、理解しているんですかね。 
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○丸山議長 学校教育課長。  

○上橋学校教育課長 県の教育委員会の方から説明を受けておりまして、理解

をしております。  

○丸山議長 西川議員。 

○西川議員 理解している上で質問していかなあかん。結果報告はあったとい

うことなんですが。 

 それじゃ、その前にひとつ。学年別の児童数、生徒数で、これから先５年

間の予定はどんな状態かということを聞いていますので、ちょっとそれだけ

発表しておきます。２０１９年度は、４９人が新入生の予定、２０２０年度

が５５名、２１年度が５３名、２２年が４４名、２３年度が５２名。ゼロ歳

か１歳の子だと思うんですが、こんな感じでの甲良町の見通しになっていま

す。学年別のところは、また後で質問します。 

 それから、４番目のとこで、学力テストの関係で、この辺で議会には先ほ

ど報告、公表できないということだったと思うんですが、これ、私は大変お

かしいなと思うんですけど、やっぱり公表したらいかん理由は何ですかね。 

○丸山議長 教育長。  

○橋本教育長 甲良はやはり中学校が１校、それから小学校が２校。大きな市

ですと、小中学校もかなり数が多いので、全市的な平均値とか結果はこうで

すという公表はされているところもあります。が、甲良町のように、学校数

が少ないと、その学校自体の結果公表になってしまいますので、発表、公表

については慎重にしているというところです。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 １校や２校だからできないと。それは隠したい気持ちはわかるん

ですけど、やはりここまで、私、これで甲良町の町の子どもが上回っていた

ら、滋賀県の言ったレベルより上を言っているんやったら、堂々と言えばい

いと思うんだし、その辺をどういう理解をされているのか。これ、発表する

ことによって、子どもらが迷惑を被るのか、教師が迷惑を被るのか、そこを

聞かせてください。 

○丸山議長 教育長。  

○橋本教育長 すべきところ、後でもあると思うんですけども、教育委員会、

本会議等、あるいは校園長会等、必要なところでは全部、結果を出して、状

況、検討、これからどうあるべきかということはしておりますが、外部に公

表というのは学校の公表は、どこともしておられらないということで、ご理

解いただけたらと思います。 

○西川議員 ちょっとようわかりません。もっとはっきり言ってください。  

○橋本教育長 今のこと、同じことでいいですか。公表すべき校園長会の中、
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あるいは教育委員会の中では、全てこういう結果であるという資料をもとに

公表して、その状況把握、そしてそれをもとに、今後どう対応していくべき

かということを検討しております。もっと言うと、毎年これは４月に実施さ

れているんですけども、４月末に。その実施直後に、学校で自校採点をしろ

と。出して、その結果が、業者の結果が送ってきてこうやったというのは、

８月にしかわかりませんので、４月末に実施したら、もうすぐ担任、あるい

は学校の教職員で一つ一つを採点して、一人一人の結果がどうやった、算数、

数学、国語はもちろん、もう一つ、状況調査というのもありますので、毎日

の生活習慣がどうなっているのや、テレビはどれぐらい見ているんや、ゲー

ムのどれぐらい見ているんや、宿題はどれぐらいしているんや、そういう詳

しい生活の調査もありますので、併せてそういうことを個々にしっかりと見

出して、実態を把握して、そして、じゃ、どうしていかなあかんのやという

ことを早くから対応しているところです。そういう中で、８月に全国的なこ

ういう公表が来るわけです。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 調べてる、調べてるはいいんですが、誰が困るのかという返事は

なかったと思うんですけど、言いたくないということだと思いますので、そ

れ以上質問しません。 

 それと、次に、委員会に報告がされているんだと。これはきのうの議論の

中でもあったと思うんですが、それで、学力向上につながっていく方向で何

か発言されている委員がおられるのかどうか、その辺でどういうふうな議論

をされて、フィードバックをされているかということがあれば、教えてくだ

さい。 

○丸山議長 教育長。  

○橋本教育長 まず、やっぱり教育委員会の中で、小学校、中学校の学校長か

ら学校で状況把握をした報告があります。そして、結果の報告があります。

その中で、先ほども少し出ていたんですけれども、甲良町としては、いわゆ

る国語も、算数、数学もＡ問題、この漢字を書きなさいとか、計算しなさい

とか、そういうなのは非常に上がってきていると。ところが、課題として出

ているのはＢ問題、いわゆる応用問題で、長文を読んだりとか、理解したり、

あるいはその問題を自分で考えを何字でまとめなさいと、書きなさいと、そ

ういうところが非常に弱い部分があるので、やはり文章をしっかり読み込め

る、毎日の読書週間をしっかりつける。そして、先ほどもありましたけれど

も、学校で習ったことは、必ずその日のうちに、毎日家庭学習で復習をする。

さらに、自主学習として、自分で考えた宿題、課題を取り組もうということ

で、継続して進めている。そういった議論をしたところです。 
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○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 その辺を報告受けてのあれなんですが、委員会として、こういう

ふうにやったらどうなんだとかいうアドバイスはされているんですか。 

○丸山議長 教育長。 

○橋本教育長 何人かはありました。やはり結果が出るように頑張ろうという

こと、それから、もう一つは生活習慣ですね。家庭やあるいは求めていく、

あるいは地域ですね。学校だけではできないことは、地域の皆さんにいろい

ろ体験をするとか、学校へ来て、いろんなことを教えていただくとか、そう

いうことを深めていったらどうやということは教えていただきました。 

○丸山議長 西川議員。 

○西川議員 前向きにもっと積極的に取り組んでもらう方向で、やっぱりやっ

てもらいたい。一応やられているんだと思いますけど、私は今、この現状、

滋賀県が最下位で、甲良町が上回っているとは、私、到底思えていませんの

で、それであれば、皆さん自慢されるはずなので、そういうことをもっと委

員会は活発な議論をして、校長先生あたりにフィードバックしていただきた

いというふうに思います。 

 次に、６番の問題に入りたいと思いますが、先生が何を目標に、目的にし

て教育しているのかと、子どもたちをというところでの質問なんですが、今、

このまま成績が上がらないんだったら、先ほども建部議員も言いましたけど、

大阪市長が補習削減だというようなことを言っているわけですから、その辺

を目標にされていることをお聞かせください。 

○丸山議長 教育長。 

○橋本教育長 １つは、先ほど建部議員さんもおっしゃいましたけれども、確

かな学力、そして、豊かな心、健やかな体、いわゆる知徳体の調和のとれた

心で、豊かでたくましい人づくりをしっかりとした目標にしていくというこ

とです。 

 それと、学力につきましては、見える学力と見えない学力ということをよ

く言われます。氷山に例えられるんですけれども、氷山に見えている部分は、

８分の１で少ないと。見えない水に埋もれている８分の７の部分があると。

学力においても、氷山のように見える学力、算数や計算や、そういった部分

もあるけれども、見えない大きな学力がある。それは何かと申しますと、１

つは言語能力。やはり小さいころからの親子の会話、友達との会話、よく聞

いて考えて、自分の意見をわかりやすく話す。そういった言語能力をしっか

りと見えない学力として、なかなか数値でははかれないんですけども、そこ

をしっかり育てていくということ。 

 ２つ目は、子ども自身が、よし頑張ってやるぞ、少し失敗したぐらいでは
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くじけない。わからないけど、わかるまで頑張ってやるという根気ですね。

生活習慣、正しい生活習慣から仕事、そういった根気はしっかりつけていく

こと。 

 ３つ目には経験。いわゆる文化とか経験の質を高めていくと、そういった

ことも大事であるので、見えない学力とともに、そして、見える学力も高め

ていくということで、教師がそういったことを目標、目的にしております。 

○丸山議長 西川議員。 

○西川議員 いつも同じような返事なんですが、教師がそれをやっぱりやって、

現状で成績をいろんな意味合いでいうたらあるんかもわかりませんけど、学

力に絞って考えたときに、どのようなことを目標にして、去年よりもアップ

したとか、アップさせようとか、そういう目標は持っておられるんですかね。  

○丸山議長 教育長。 

○橋本教育長 見える学力といいますと、例えばＡ問題が上がってきたという

ことを少し言いましたけれども、小学校で言いますと、漢字検定を夏休みが

終わったらするさかいに、夏休みの間にはこんだけの漢字を、それぞれの学

年に応じて頑張ってしてきなさいよと。中学校へ行ったら、業者のきちっと

した大人もやるような漢字検定、能力試験ですね。あるいは算数検定、ある

いは英語検定、そういったものを町の補助もいただきながら子ども、生徒た

ちが積極的に受けていって、自分の今の級はこんだけやけども、この次の自

分の今の学年には２つ級を上げるとか、そういった具体的な目標を持ちなが

らやっております。 

 また、ゲストティーチャーですね。先ほど言いました地域の先生、あるい

は支援員の先生と少人数指導によって、理解度を、個々の理解度をしっかり

と把握して高めていくということをやっております。 

○丸山議長 ９番 西川議員。 

○西川議員 個々にやられて、国語のＡが上がったということなんですが、そ

んな数値は、いい方なら公表しても、私はいいんじゃないかなと。親御さん

も喜ぶんだろうし、我々もこういうところで努力されているんだなというの

が見えるんですけど、上がった方は公表できないんですか。 

○丸山議長 教育長。  

○橋本教育長 全体としての平均値しか公表できないとなると、それはその中

で上がっていても、Ａは上がりました、Ｂはちょっといまいちですというよ

うなこと、ややこしいことになりますので、全体とすると、先ほどの建部議

員さんの資料にもありましたように、全体になってしまいますので、ちょっ

と公表は難しいかなと思います。 

○丸山議長 西川議員。 
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○西川議員 全体じゃなくて、上がった部分だけはできないんですかと聞いて

いるんです。 

○丸山議長 教育長。 

○橋本教育長 全体が上がったと、そういう意味ですか。こういうところは頑

張って上がりましたという。 

○西川議員 国語のＡが上がったということで。 

○橋本教育長 数値ではなしに、そういう説明としてなら、あれですけれども、

数値でと言われると、ちょっと学校の、先ほども言いましたように、公表に

なりますので、それは文科省も、学校の公表は避けるという方向ですので、

よろしくお願いいたします。 

○丸山議長 ９番 西川議員。 

○西川議員 堂々めぐりになりますから、この辺でやめますが、やはり成績発

表はできないということは、学校の先生の資質も問題やと、私は思います。

この辺のところをやっぱり変えていく方向でやっていかないかんのやなと。

子どもたちに頑張っている、頑張っていると言うたって、全体で見て、滋賀

県は低いんやから、この中で甲良町が特に優れているというようなことは絶

対考えられないので、その辺のところを踏まえた教育に変えていかないと、

いつまでたってもだめやし、私は前々から言っているように、教育力が上が

ってきているということが、甲良町が目に見えてわかってきたら、移住者が

増えてくると思うんですよ。甲良町の学校へ入れたら、子どもが頭がよくな

る。いじめが起こるかどうかわかりませんけど、その辺のところのことまで

踏まえた中で、先生方に圧力をかけないと、いかんのと違うかなというよう

なことを思っていますので、教育委員会委員の委員さんの中ででも、やっぱ

りその辺の議論はしていただきたいというふうに思います。 

 それから、次に、授業以外に先生が手をとられている、いろんなことがあ

るんだと思うんですが、その辺のところを先生自身は、こういうことで困っ

ているんだということは、委員会では把握しているんですか。 

○丸山議長 教育長。  

○橋本教育長 把握しているつもりでございます。  

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 それに対するフォローはどういうふうにされているんですか。  

○丸山議長 教育長。  

○橋本教育長 その都度、大きな問題ですと、教育委員会の方に上がってきま

すので、一緒にその問題を解決するために、どういうふうにしていけばよい

かということで考えて、その対応を進めているところです。  

○丸山議長 西川議員。  
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○西川議員 そういうことをやっておれば、授業に対して先生が集中できる方

向へ持っていかないかんと思うんです。やっぱりその辺は校長先生も忙しい

んかもわからんけど、校長先生や教育委員会がフォローしてやらないと、集

中できないようなことにもなっていきかねませんので、その辺は積極的なこ

とで、するよということをやっぱり先生方に伝えてやらないと、あかんと思

います。問題が上がってきたらやっているというような話ではいかんと思う

ので、その辺を取り組まなきゃだめやと、私は思いますので、これ、今後や

っていただけますかね、そういうことを。 

○丸山議長 教育長。  

○橋本教育長 今までからしております。これからも積極的に進めていきたい

と思います。  

○丸山議長 ９番 西川議員。  

○西川議員 その辺は間違いなくやっていただきたいというふうに思います。  

 次に、人事異動に関してお聞きします。人事は、県の中身の話なんでしょ

うけど、これ、本人の希望というのはある、通じるんですかね。 

○丸山議長 教育長。  

○橋本教育長 県費教職員の場合ですけれども、一定学校長と懇談というか、

相談しながらある程度はあります。ただ、例えば新採から３年間は原則その

学校にいると。１年来たさかいに、２年目に動きたいと。それはあかんと。

３年は我慢しなさいとか、あるいは長過ぎると、今度は１０年、９年、１０

年を超えると原則異動対象に上がってくると。ただ、原則ですので、必ずそ

うというわけではありません。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 ３年間はその場に、よほどのことがない限りいるということです

ね。 

 そしたら、今現在、この間、資料をいただいたんですが、４年以上勤務さ

れている方が、今朝もろうてちょっと集計してみました。全体で学校の先生

が６５名おられますね。東・西小と中学校で。その中で、県職の方が４４名

おられると思います。そのうち、４年以上勤務されている方が２５名いらっ

しゃるんですけど、この辺がどうなんかなと。これ２５名。３０名おられる

んです。町職員やとか何かそういう形で行くと。先ほど言われたような形で、

どっぷりと漬かって、サラリーマン化してへんかというところも考えられる

んですが、どうなんでしょう。 

○丸山議長 教育長。  

○橋本教育長 単純に経験年数だけでは行きませんけれども、例えば子どもさ

んを２人、３人生まれて、３年間育児休業をとられていたと。だから、８年、
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９年ですけれども、実質は１年とかいう先生もおられますし、それから、長

い先生ですけれども、どうしてもこういう仕事を進めてもらわなければなら

ないという校長、学校長の思い、あるいは本人がそれでもいいです、頑張り

ますというとこら辺で一致していると、少し長くなる部分もあります。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 一生懸命やろうという気持ちの中でおられる先生が多いんだ、育

休の先生がこの辺が大半なのか、男女別がわからないから、ちょっとあるん

ですけど、長い先生では１１年という方が２人おられますよね。その辺がど

ういうふうにつながっていくんだろうなと。こういう人を異動させてやれば、

新鮮な気持ちでやれる、また新たな気持ちで行った学校、来てもらった学校、

来てもらったら来てもらったでまた、その辺が一生懸命やっていただけると

いうふうに、私は思うんですが、そういうことは、私はそういうことをする

ことで、また子どもたちも喜んだり、勉強に身が入るんじゃないかなという

ふうに思うんですが、いかがですか。 

○丸山議長 教育長。  

○橋本教育長 もちろん今、勤めていただいている先生のほとんどは、一生懸

命頑張っていただいておりますので、希望と学校長の相談等により決まって

いますけれども、それで頑張っていきたいと思います。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 あまり長いと、やっぱり番長的な要素になってきて、税務課の小

島じゃないですけど、何か悪いことをする可能性だって出てくるかもわかり

ませんので、そんなことはないとは思うんですから、先生ですから。だけど、

長く勤めるというのは、あまりよくないと、私は。ある程度のところで踏ん

切りつけるべきだと。その先生がずっとやっていたこと、次の人が引き継ご

うとしたときに、全く一からやり直さないかんというような形になるわけで

すから、そういうことも踏まえた中での人事異動というのは、検討していた

だきたいと思います。 

 次に、８番目の教師力、教師の能力向上のことなんですが、夏休みがある

んですが、夏休みは先生の勉強するためにあるんだというふうに、私は聞き

ました。子どもたちは夏休みで喜んで、宿題をして、あとはいろんなことが

できるというふうに、家で何とかが、出かけることができるとか、そういう

ことはあるんでしょうけど、夏休み本来の目的というのは、先生が勉強する

ためにあるというふうに理解しているんですが、よろしいですか。 

○丸山議長 教育長。  

○橋本教育長 それだけではありませんけども、それも大きな１つの役割とい

いますか、仕事、分担になります。  
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○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 夏休みのできた理由もそういうことにあるんじゃないですか。  

○丸山議長 教育長。 

○橋本教育長 それも大きな理由の１つではあるとは思います。  

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 研修とか、その辺がいろいろあるんですが、今、先生たちは、研

修をどのようにされているのか。皆さんのためになるような研修をおやりに

なっているんだと思うんですけど、どういうところまで出かけておやりにな

っているんでしょう。 

○丸山議長 教育長。  

○橋本教育長 これは、いろいろな職階というんですか、職級別に悉皆で必ず

出てきなさいという研修と、それから自分で自主的に行くという研修があり

ます。例えば、校長、教頭の管理職研修ですと、愛犬管内の管理職が全部集

まって、例えば多賀の参集殿を会場に、先ほど建部議員の話にもありました

郷土愛について学ぶということで、必ずしも甲良町本町だけではなしに、今

年の場合は高島の方から講師の先生に来ていただいて、高島の心を学ぶとい

うことで、管理職が研修したりしました。あるいは、教務主任を全部集めて、

教務主任の研修会。あるいは中堅、５年、１０年の中堅研修。あるいは初任

の研修で、多くは愛知、犬上を中心としてやっておりますが、県の総合教育

センター、あるいは県庁、合同庁舎等々へ出かけていって、生徒指導の研修、

あるいは国語科の研修、そういった教科ごとの研修等々、年齢層、教科等々

に分かれて、それぞれの研修があります。もちろん校内でも同和問題の研修

を今日やろうとか、学力向上についてやろうとか、あるいは運動会について、

熱中症対策について研修をしようとか、そういう計画的に校内でも進めてい

るところです。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 県外研修、例えば今、偏差値の関係で石川とか、私は昔から思っ

ていたのが、昔は富山県が一番だったと思うんですけど、そういうところま

で派遣するような研修というのは、今までにあったか、これからやるつもり

はあるか、お聞かせください。 

○丸山議長 教育長。  

○橋本教育長 町としてそれを実施しているのはありませんが、県教育の方か

ら例えば管理職の中央研修で筑波のそういった全国の研修のところへ来なさ

いとかいうのがあります。ただ、これはこちらから推薦をして、そういうふ

うに行けるように、配慮してくださいというふうにお願いしていますので、

必ずしも行けるかどうかはわかりません。あるいは、研修を受けるだけでは
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なく、町の管理職で総合教育センターへ行って、中堅の先生方に指導をする、

指導的立場の管理職の先生も何人かいるところです。 

○丸山議長 西川議員。 

○西川議員 町長、ふるさと納税で、教育に対して寄付されている方がようけ

いらっしゃいますよね。その辺で、そういうお金を利用して、今、中央研修

だとか、いろんなことをおっしゃっているんですが、私は、富山、石川が相

当優れているんだと思いますけど、そういうところへ町単独で派遣すること

なんかは考えてもらえませんかね。 

○丸山議長 町長。  

○野瀬町長 以前から保幼小中の学校の先生の研修がありますので、町単でい

ろんなところへ研修に出かけてもらっておりますので、建部議員、西川議員

の趣旨、理解しましたので、それから、教育長人事でも、ダイナミックなと

いう言い方をさせていただきましたので、ぜひこの大きな課題に向かっては、

いい方向に検討していきたいと思います。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 そういう先生方に勉強できる機会を与えるということは、私、必

要なことだと思いますし、町がこういうことをやるということも、新しい発

想になるかと思いますので、その辺ぜひ実現させてやってほしいと思います。  

 次に、小中一貫校、前々から言っているんですが、今日も資料をいただい

ていますし、現状で授業がしている教室が、東小学校３５、全体では７７教

室のうち５５が使われているという中身の報告がありました。先ほど言った

子どもの、次から次へ入ってくる子どものことも考えていくと、小中一貫校

というのは、考える時期に来るんじゃないかなというふうに思いますし、そ

うすることによって、子どもたちが競争精神も養われるというようなことも

考えられます。先生も管理もしやすくなるだろうし、そういうこともあるし、

一方で、先生方の削減とか、そういうこともやっぱり考えていって、優秀な

先生方に残ってもらうと。ちょっと甘いかもわかりませんけど、そういうこ

とも考えていかないかんと思うんですが、それで、残った校舎は有効利用で

きるんじゃないかというふうにも思いますので、これはぜひ考えていただき

たいと。町全体、公共建物、見直されていますよね。そういうところも含め

た中で、一度検討していただきたいと思いますが、いかがですか。 

○丸山議長 教育長。  

○橋本教育長 小中一貫校につきまして、近隣では、鳥居本小学校と中学校が

実施されていますが、これは完全な小中一貫ではなしに、小中一貫型の学校

ということで、結局鳥居本小学校にも教頭、校長がいますし、鳥居本中学校

にも教頭、校長がいますし、子どもたちは鳥居本小学校へ行くし、中学校は
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中学校で行くんです。何が違うんやというと、例えば運動会を中学校へ行っ

て一緒にやろうかとか、校外学習を一緒にやろうとか、卒業式は一緒にでき

るねとか、そういう大きな行事を一緒にやろうというふうな取り組みを今、

始めておられるところです。議員がおっしゃるような完全な小中一貫は、滋

賀県下でも１校だけです。小学校が２３０校、中学校が１００校ありますけ

れども、その中の余呉小と鏡岡中学校は、本当に１つの校舎に集まって小中

一貫校をやっております。鳥居本のようなそれぞれやっているけれども、交

流をしているというのが、鳥居本と高島の小中学校の２つです。あとはやは

りいろいろな状況がありますので、甲良としましては、いずれはそういう時

期が来るかとは思いますけれども、今の時点では、小中一貫校はまだ検討で

はないなということを思います。 

 もう一つ、教室、ありますけれども、先ほども言いましたように、自分た

ちのホームルームというんですか、自分たちの教室のほかに、やっぱり学習

するときは算数やったら、少人数で分かれようとか、習熟別で分かれようと

か、２つ、３つに分かれて学習を行いますので、やはりそこを埋まってしま

うと、そういった少人数、習熟度学習等が支障を来すと思います。 

 以上です。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 なかなか実現は難しいかもわかりませんが、先ほど、今後入って

くる子どもさんの数なんかも言いましたけど、今、中学校、６年から中学校

へ上がるときに、いわゆる別な中学校へ行く人が増えています。その辺も想

定していかないかんとは思うんですが、やっぱりそういうとこへ行かなくて

も済むような学校にせないかんわけですから、そこを踏まえた中でのことを

今後判断していってほしいと、私は思いますので、ひとつよろしくお願いし

ておきます。 

 次に、第三者委員会に対しまして、きのう、全協で相当議論が戦わされま

したので、あまり深入りはしませんが、ずさんな税務処理をしていたという

ことは間違いない話ですから、そこを踏まえた中で、データが消えたとか、

いろんな話があるんですが、根本を間違えなかったら、指摘する人がいれば、

こんな問題は起こらなかったはずなので、やっぱりそこがただす一番のとこ

ろだと思います。これは、委員会で解明していく中での話だと思うんですが、

やっぱり前段から全部伝えておかないと、委員の先生方も途中で、いや、こ

れがあった、これがあったという話が出てくるようではいかんと思いますか

ら、あくまで公平、公正で臨んでいただきたいと思いますので、よろしくお

願いしておきたいと思います。 

 それから、次、入札についてお聞きしたいと思います。甲良町で採用して
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いる入札方法は２種類であるというところなんです。それと、過去３年間の

土木建築の予定価格と落札率の表をくださいと言ったら、ちょっと私にはと

ても読めないような小さな資料をいただきました。自分で拡大しましたけど。

落札率が低いというのは事実です。だから、そこの辺から質問していきます

が、低入札と品確法のことを聞きますけど、これは皆さん理解されています

か。中身を教えてください。 

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 品確法と低入札ということにつきまして、品確法、公共

工事の品質確保の促進に関する法律につきましては、タイピング受注の防止

とか、そういった公共工事の施工において、適正な工事が行われるために定

められているものでございます。また、最低制限価格というものにつきまし

ても、ゼロ円入札、そういったこととかが起こらないように、適正な工事が

行われる工事の最低価格を設定しているというものでございます。この最低

価格につきましては、国の機関である中央公共工事契約制度の運用連絡協議

会のモデルによる計算式により、現在設定をさせていただいているところで

ございます。 

 以上です。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 それ以外にもいろいろあるんじゃないですか。  

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 それ以外という、基本的な細かいことでございますでし

ょうか。申しわけございません。大きく今、説明をさせていただいたところ

でございます。 

 ポイントといたしましては、各発注者が取り組むべき事項をどのように扱

うのかというもので、タイピング防止、発注者の責務、また多様な入札方式

の導入の活用、また受注者による技術者、また技能労働者の育成、確保、賃

金、安全衛生等の労働環境の改善を行うというような形のものと、その他、

国として公共工事の労務費調査などを適正に実施していくというような形で

のものが品確法の主な３つの項目となっております。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 これを担当者が皆、理解しないと、中身を。理解しておれば、今

の甲良町の低入札の落札率、７０％台なんていうことはあり得ないと。やっ

ぱり普通で考えていっても、この中身だけは全員が理解しないと、いろんな

項目でありますよ、これ。もっとこれ、詳細があるはずですから、品確法そ

のものはもっと勉強していただきたいなと思います。 

 落札率の資料をもらいました。その中で３４件のうち７０％台が２４件、
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８０％台が３件、９９％が１件、不調、不落が６件とありました。平均で、

中身は普通で考えると、建設工事の場合、建築でもほぼ一緒ですけど、直工

費が７５％なんです。あと経費が２５、それより若干上回る、これが普通の

積算の仕方だと思います。これを今、７０％でやったら、業者に死ねという

か、どういうリスクがあるかということを考えて、これ、やっていかないか

んと思うんですが、何か私の言っていること、間違っているでしょうか。  

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 入札におきまして、直接工事費につきましては、７０％

を下回ったら失格という適用をさせていただいております。そういった形で、

工事費についての積算等についての無理な工事がないようにというような防

止策はとらさせていただいているところでございます。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 今、いみじくも７０％が直工費だと言われました。７５で落とし

た場合、５％の経費しかないわけですよ。それで、業者さん、喜んでやれま

すかね。 

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 経費ではなくて、直接工事費、直接、工事にかかる部分

が７０％を切っているという部分で、経費についてはそういった適用をして

おりません。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 今、あなたの言っているのは、私の聞き違いかしらんけど、今、

平均落札率７５％としましょうや。そのうちの、中を分解したら、直接工事

費が７０％あるわけでしょう。違うの。 

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 設計額に対しまして、それの直接かかる工事費の７０％

がない場合にかかるということですので、落札率の７０％とは異なることと

なります。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 １００のもんで、直接工事費が７０かかるんでしょう。そしたら、

残り５％しかないじゃないですか。違う。７５％の中から７０％が直工費と、

私、言ってませんよ。１００の予定価格があるはずなんです、積算資料の。

あなたの言っていることはそういうことでしょう。 

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 ７０という数字について、５％しかないというお答えを

いただいておるんですけれども、国の指導の方で、７０から９０の間という

ような指導の方の文書をいただいて、それに基づいて適用させていただいて
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いるということです。 

 ７０％から９０％の間というような形です。今、５％しかもうけがないと

いうお話を言っておられる、この５という数字が、そういう意味でございま

す。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 ９０やったら１５になるじゃない。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 企画課長が言いました７０から９０というのは、委員のおっ

しゃる設計額の最低価格を決めるときに、国の標準としては７０から９０の

間で最低率を決めよというようなモデルの指導があるので、７０から９０の

間で甲良町はどこを最低にするとかいうのは、甲良町が決めることでありま

す。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 町長、長いこと経験されていたと思うんですけど、こんな痛まし

い入札、いつまでやるんですか。やっぱり全国的に見ても、今、９０を切っ

たらほぼ失格ですよ。県でも９０、彦根市でも９０．何ぼ。国交省に至って

は９５ぐらいですよ。その辺のところがあるわけです。いつまで７０や７０

いうて変わっているんですよ、どんどん。物事。いろんな指導が来ているは

ずですよ。その辺をいつまでこんなことをやるんですか、町長。 

○丸山議長 町長。  

○野瀬町長 本町の入札については、１件当たりの入札参加業者数が極端に低

い入札があったり、おっしゃるとおり、約１０％程度の落札率が甲良町は低

いという数値が出ておりますので、今までやってきました算式、それから決

定の仕方がありますので、大きくは変えられませんので、できるだけ本年度

はそういうことを踏まえた設定の仕方に移行しつつありますし、それから年

度が変わりましたら、抜本的に見直しを図りたいというふうに思っています。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 即刻やってほしいというのは私の願いなんですが、いろいろ事情

があるからということだと思いますけど、見直しは早くやっていただきたい

なと思います。 

 それから、次に、税金を、要は業者に仕事をやらして、税金を払ってもら

わなあかんわけでしょう。それを赤字やったら払わんやん。そこら辺のとこ

まで踏まえてやらせて、もうけさせてやらなきゃ、業者をもうけさすことも

絶対必要なことなんですから、その辺のとこも踏まえた中で、低入札という

のは改正していくという方向でやっていかないといかんと思います。後でも

ちょっと話をしようと思いますけど、今、言うておこうか。指名競争入札で、
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ＮＥＸＣＯが１２０社指名というのをやっているんですよ。１件工事で。や

っぱりそういうこともやっていかないと、今、町長言われました、１社や２

社の応札では話にならん。一般競争をやれば、最低でも６５日か７０日かか

るんでしょう。そんなことをしてたら、工事はできへんし、後でも言います

けど、やはり即座にやらないかん工事だとか、いろんなのがあるわけです。

そこら辺をやっぱり変えていく必要性というのは、皆さん理解していて、さ

ぼっているだけやないですか。その辺、お聞かせください。 

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 原則、一般競争入札というのが国の方で指針が出されて

おりますけれども、今、議員のおっしゃるとおり、緊急性、そういったもの

であるものにつきましては、やはりおっしゃっているとおり、指名登録のあ

る全社指名、そのあたりについても契約審査会で決定事項の中の案件として

審査をしていくべきだと考えております。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 それから、次に、入札通知の中で、評価点の問題ですが、審査事

項の未満とありますよね。この未満の理屈を変えないかんと思うんですが、

変える気はないですか、ありますか。 

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 その点も含めまして、今年度検討してまいりたいと思っ

ております。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 総合評点の方でも一緒なんですよね。やっぱり未満というのはゼ

ロでもいいんですから、これではあかんのです。以上にせないかんと思う、

私は。町内業者の最低ランク点以上にしてやるとか、そういうことは、行政

側はわかっているわけですから、誰でも参加できるようにしてやる方向、零

点でもいいんだと。この間、ミスがあったやつもあるんですけど、そのミス

のことはおわびされたとは思うので、あえて言いませんけど、やっぱり業者

側の方が、これで変えたいと思いますというて来たわけでしょう。それをい

いですよ、いいですよと言うといて、失格通知を出したわけ。簡単にいえば

そうでしょう。物件名、出しましょうか。そうじゃなかったですか。 

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 議員がおっしゃっておられるのは、指名願の登録のお話

でしょうか。  

○西川議員 そう。指名入札参加のときの。  

○丸山議長 町長。  

○野瀬町長 中身は私も熟知をし、至らない点については担当からもおわびを
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申し上げておるところでございます。  

○丸山議長 西川議員。 

○西川議員 やっぱりその辺が、理解できていない人が入札をやると、とんで

もないことになっていくわけですよね。その辺が品確法にひっかかってきま

す、皆さん。そこら辺は勉強していただきたいと思います。 

 それから、次の質問で、見積もりや積算はできる職員は何人おられるんで

すか。 

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 見積もり、積算につきましては、工事発注担当課の責任

において、適正に実施していただいていると思っております。しかしながら、

やはり専門性が高いということがありますので、一度積算をしていただいた

ものを本年度より建設水道課の方で技術者の方の専門の方を業務委託により

配置をしておりますので、そちらの方で確認をお願いしているような制度の

確立を今、整えているところでございます。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 整えるというのは、まだ入っていないの。  

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 もう実際動いております。  

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 この積算と見積もりをできずして、発注業務なんてできないと思

うんですよね。コンサルに委託していたと、今までのところはと思うんです

けど、その精査をやっぱりやらないかんわけですよね。その精査も、今後は

そういう人が来たら、やってくれるんだと思うんですけど、職員の中にやっ

ぱりそういう意欲のある人が建設課とか、いろんなところに配置された中で、

工事を発注しようと思ったら、育てないかんわけですよ。保健福祉課の人に

積算せえ言うたって、こんなもんできっこないねん。そこは省いてやって、

そういう人たちが応援するとか、何かせないかんと思うんですが、育てる気

はありますか。 

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 今、議員が言われたとおりでありまして、ここ何年か、技師

を募集しています。統一で募集しても、なかったりするので、時期をずらし

て募集をしたり、一本釣りというのはおかしいですけど、彦工行ったり、農

業土木に行ったり、ちょっと募集するので受けてもらえませんかというのを、

この２年ぐらいしていますが、実態として受けてくれてありませんし、今年

度も募集したら、受けてくれなかったので、もう一度再度する予定はしてい

ますが、先般も町長と総務課長と建設水道課長で協議しまして、もしなかっ
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たら、普通の一般事務を雇って、あらかじめ建設課に配置して、ちょっと任

期は長くなりますが、例えば４年、５年ぐらいのペースで専門性の職員をつ

くっていかんと対応できんのかなというようなことも、この間話し合いまし

て、次の募集でなかったら、もう来年度からは一般事務を配置して、そうい

う方向で順次教育をしていきたいなというふうに思っております。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 これは、長年の課題だと思うので、この辺は真剣に取り組んでい

ただきたいと思います。積算ができない、見積もりができない人が計画され

ても、町民は迷惑やと思いますよ。その辺のところは、心してやっていただ

きたいと思います。 

 それと、先ほどの話に戻りますけれど、予定価格より７５％で金が残った

ら、喜んでんのというのが私の質問なんですが、その辺は先ほどから議論し

ているからわかっている。リスクは何があると思いますか。 

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 やはり予定価格を下回りますと、適正な品質を持った工

事ができていないというような形の判断をとらさせていただいておりますの

で、その設定が最低制限価格ということで、ご理解をいただきたいと思いま

す。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 今やっている最低制限価格は即座に改正しないと、低入調査をし

たときに、わかった人が、今の甲良町の人がやっていては、これでええわと

なるんですけど、低入調査をしたときには、こんなもん、失格ですよ。現状

で行ったら。やっぱりその辺をわかった人がやらないかんというのが、私は

言いたいの。そこら辺はぜひお願いしておきたいと思います。 

 それと、請負業者の方は、行政にわからんように手を抜くことを考えない

と生きていけないわけですよ。やっぱり安全管理の不備をするとか、やはり

１本使わないかんとこを、足場へ行ったら、置くとこを１枚減らして、２枚

で渡るとか、そういうことをしていかないと、生きていけないですから、業

者としては。そういうことをやるので、材料を減らすわけにいかへんわけや

から、今は。そういうとこをやっぱり考えると思うので、そこはやっぱり違

う目で見ていくと。低入札がいいんだ、いいんだというようなことを言って

いては困るということで、お願いしておきます。 

 それと、７番目の一般競争で２社や３社、あるいは１社の競争入札をやっ

ているわけですけど、公表はどのような方法でやられているんですか。 

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 公表につきましては、町のホームページを活用し、広く
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公告をさせていただいているのと、また事業者向けの新聞の方にも掲載をさ

せていただきまして、そういった形で広報の方をさせていただいているとこ

ろでございます。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 建設新聞だと思うんですが、それ、全てを載せているんですか。  

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 全てでございます。  

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 ホームページで見ていると言っていますけど、ほとんどホームペ

ージなんて見ないですよ。建設業者さん、そんなしょっちゅう、暇じゃない、

１人か２人でやっている会社だから、やっぱり見ないから、やっぱり一般競

争の整合性というんですか、正当性というのか、こんな入札は、私はあかん

と思う。一般競争だったら、１０社も２０社も来るというのが本当やと思う

んです。それを来ない、魅力がないから来ないのか、わかりませんけど、そ

こら辺は変えていく必要がある。豊郷町は、皆さんに案内していますよ。こ

ういうなのをやるからといって、業者さんに参加してくださいということを

言っているわけです。やっぱりそこまで親切にやってやらないと、ふんぞり

返ってやっているようではあかんと思います。その辺は親切心も出さないと、

来てくれないんですから。そんな１社、２社というて。何の魅力もないとい

うことだと、私は思っていますので、公表の仕方も考えてほしい。指名競争

入札にやっぱり切りかえないといかんと思う。金額的にいっても、一般競争

するような値打ちのある工事じゃないですよ、今の段階は。何かそれが正し

いみたいなことを、皆、言っていますけど、それでも来てもらえない。指名

競争しても来てないじゃないですか。辞退、辞退で。やっぱりそういうとこ

ろも踏まえた中で、見直しというのは早くやらないと、企業育成やとか、い

ろんなことも考えていく中で、やっていかなあかんと思いますので、その辺

は踏まえておいてください。 

 それと、不調不落とあった工事があるんですが、これは最終、どうしてい

るんですか。 

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 不落については、随意契約で事業の方を進めていただく

という交渉を何とかやっております。  

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 不調不落で、その差があるはずなんですけどね。そこら辺は違法

なことにはなっていないんでしょうね。公表していないでしょう。最終的に

公表しています。 
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○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 公表させていただいています。不落。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 それは私、確認していなかった、ごめんなさい。  

 次、８番目の廃業の関係なんですが、廃業と移転の話なんですが、今、資

料をもらっていますけど、ピーク時の１７年かな。４０７社いた一般企業で

す。建設業とは限っていませんけど、今、２９０社ぐらいになっているんで

すよね。やっぱりそれだけ仕事がない、魅力がない、廃業、移転というよう

な形がなされているわけですけど、この辺をどういうふうなことで活性化さ

せようと思っておられますか、お聞きします。 

○丸山議長 産業課長。  

○北坂産業課長 活性化といいますか、事業、甲良町の中という形で、事業継

承セミナーというものを商工会の方でしていただいて、家族が継承しない場

合、そういうような場合も多いんですが、最近では第三者、全く関係ないと

いうか、従業員さんであるとか、そういうなのに事業を継承を含めて、後継

者を育成していくということのセミナーをしていただいて、廃業の抑制をし

ていただいているというとこです。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 セミナーを開いて、中身が何か知りませんけど、やっぱり新規工

事とか、補修、補強工事、官公事業に関する発案、工業事業者とは新製品の

発案だとか、農業に関しては、昔から言っている特産品開発、こんなことを

やっぱりやっていかな、甲良町の業者はもたないわけですから、一般企業は。

その辺を踏まえた中でやっていかないと、建設業者だけのことを言っている

わけじゃないです。やっぱりそういうことをやるということと、防災協定な

んかもあるんですけど、そういうことは、業者側の方は協力しています。環

境整備も協力しています。やっぱりそういうところも踏まえた中で、そうい

うことだけやってもらうけど、仕事はつくってないじゃ、業者は生きていけ

ませんので、そこらは踏まえた中で、年度計画を立てていただきたいと思い

ます。 

 それから、次に行きます。１０番目の。９番目は、もう町長に、先ほどか

らご理解いただいていると思いますので、あれですけど、１０番目の庁舎の

入札、これ、どうしますか。 

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 不調になりましたので、先ほど議員がおっしゃられているよ

うに、品質管理法の絡みもありますので、業者から提出された積算内訳書と

いうのがありまして、２社の参加でしたので、それと、うちが委託してつく
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った設計書の確認を、先ほど７月から委託してきてもらっている人に、確認

をしてもらいました。若干ちょっと指導すべきとこがありましたので、設計

会社の方を呼びまして、打ち合わせをさせてもらって、その見直しの設計書

ができていますので、それを９月の契約審査会の方にかけまして、入札して

いくということで、あと入札の方法についても、今、議員がおっしゃられた

一般では期間もということで、緊急性がありますし、２３年度以降、一般競

争入札をさせてもらったんですが、一度だけ上水道の関係でやっぱり住民生

活に直結する場合は、登録されている業者に当時２０何社と思いますが、通

知をしてした事例があります。そういう事例がありますよということは、担

当課の方には言うてます。今年はちょっと審査会のメンバーに総務課長は入

っていませんので、直接即効で物を言うて決めるという立場ではないので、

そういう事例があったということは伝えております。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 今回は指名でやるということですか。  

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 その方向性で、現在、審査会、調整をしております。  

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 今言われた、一部積算に問題があったから、依頼し直していると

いうことだと思うんですが、やっぱり出す段階で、場合でも、公告１カ月で

しょう。公募が１カ月か。公告して１カ月か。何かの間があるわけでしょう。

これ、本当、その間に行政側だって、自分で勉強せなあかんと思う。果たし

てこれでいいのかということを、やっぱり専門屋さんがいないところの問題

だと思うんですけど、事の重大さを、この工事なんかにおいても、学校の西

小学校のトイレにおいても一緒ですわ。緊急性やとか、重大性、必要性、そ

の辺をやっぱり踏まえてもらえる入札の執行官、審査会、その辺のとこで、

業者の中身だけ調べるんじゃないです。工事全体で調べるんですから、そん

な中へ私、入りたいなと思うぐらいなんですけど、やっていることが、あま

りにもお粗末で、業者は期待しているわけですから、そこら辺を踏まえた中

で仕事をやっていってほしいと思います。 

 次に、防災の関係に入ります。これ、雨量計の設置をということで、前に

山田議員も質問、何年か前に、１年ほど前やったと思うんですが、質問しま

したけど、いわゆる異常気象が全国で起こっているわけですよね。局地的な

集中豪雨、何とか単独でこの間もようけ出ていましたけど、山奥で降ってな

くても、平地で降る。平地で降らなくても、山奥で降る、そういうことがあ

るわけです。それとやはり、甲良町の中で、災害も考えておかないかんので、

どんだけの降水量があるのかということを、彦根の気象台と斧麿と、大杉、
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大君ケ畑、そのぐらいのとこしかないわけじゃないですか。やっぱり甲良町

としても、１カ所設置しておいて、雨量の関係とか、川の関係とかいうのを

調べていかなあかんと私は思うので、ちょっとした風力計もつけてほしいな

と、この間のことから思うと。思うんですけど、こういうことを検討するこ

とはできないですか。 

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 今、議員が言われたとこに雨量計がありまして、今現在はそ

れが表示されているということと、今は防災システムというのがありますの

で、それでたたくと、このこの辺の甲良町の雨量計というのは情報が入りま

す。今年度から、うちも防災に力を入れるということで、気象台にもう直接

電話させてもらいまして、今後どうやというようなコミュニケーションを持

ちながら、情報をいただきながら、させてもらっているのは現状でありまし

て、今、議員が言われた甲良町にもいるのではないかというような提案であ

りますが、まだ今、担当レベルの方では、甲良町に仮に設置しても、その数

値を実際、どういうふうに活かすのかというような議論がされていませんの

で、この質問を受けてから、実際、雨量計のことを調べ出したのが事実であ

りますので、もうちょっと調べさせてもらって、その成果をどう活かすのか

というような使い方まで議論できたら、防災会議の方にかけて、意見を聞い

て、また検討していきたいなというふうには思っております。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 周知の方法がいろいろあるということですから、検討せないかん

のですけど、してもらわないかんですけど、風力計も併せてやってほしいと。

やはり周知の方法は今、甲良町の場合、防災無線しかないんですけど、やっ

ぱり聞いていない人が大半ですから、１件に１人聞いていたらいい方ですよ。

やっぱりそれだけではあかんだろうと。周知の方法、携帯とかスマホとか、

その辺のとこにも流れるとか、いろんなことが考えられますので、考えてほ

しいと思います。 

 それと、２１号の水系のあれが、きのうも言いましたけど、電力が停電し

たから全部とまっていますよね。犬上川水系、愛知川水系。ほかのところは

皆、出ていますけど、とまりましたね。やっぱりああいうとこが起こると、

どういう災害が起こるかわからんわけですから、その辺のところもやってほ

しいと思います。 

 それと次の防災訓練は、誰のために実施するのかということなんですが、

町民は自分たちだということで理解していると思うんですけど、行政側の方

がもう少し踏み込んで、マニュアルに従ってない、総務課長、よくマニュア

ル、マニュアル言いますけど、マニュアルにないことはやれないというよう
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なことはだめなので、想定外を想定するのは災害訓練ですよ。やっぱりそう

いうことをやるということを、職員全員に周知してもらわないと、極端に言

えば、いざ起こったときには、自発的に出てくるんですよと。きのうの地震

なんかでも、皆、町の人、出ていましたよね。飛び起きて、何が起こったん

かわからんと言いもってでも、歩いてでも来たとか、そういうことを言って

おられました。やっぱりそういうあれで、そういうことができる体制を整え

ることが大事やと思いますので、去年の西小学校のことなんかもそうなんで

すが、やっぱり１つのマニュアルでやってしまうから、そういうことになる

んであって、やっぱり人間は動いたら、人権がついて回るわけですから、そ

れは人権だとして考えられないといって返答していましたけど、そんなもん、

人権、全部ついて回る、どんなことにでも。やっぱりそれは甲良町は人権の

町ですから、その辺はひとつよろしくお願いしておきます。 

 それと、最後は熱中症でお聞かせください。気分が悪くなった人がおられ

るかと思うんですけど、どれぐらいいられたかということと、周知方法、健

康推進は周知方法とか、未然防止は知っているのかと、この辺をお聞かせく

ださい。 

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 熱中症対策については、７月が熱中症予防強化月間とい

うことで、町の広報誌に掲載、ポスターの掲示、あと各種の健康教室、講座

の中で、リーフレットを用いて予防や対策法について呼びかけました。また、

防災無線においては、７月、８月の朝の目覚ましタイムで放送を流して啓発

をしております。 

○丸山議長 西川議員。  

○西川議員 気分が悪くなった人とか、自宅で悪くなったのか、外で悪くなっ

たのとか、救急搬送された人がいるかとか、それと、健康推進委員は知って

いますかということも先ほど申し上げたつもりなんですが。 

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 個人の情報については、こちらの方には入ってこないの

で、少しは聞いた件数はありますが、全数を把握しているわけではありませ

ん。健康推進委員さんには、熱中症予防という教育はさせていただいていま

すが、推進委員さんが全ての数を把握しておられるということはないと考え

ます。 

○丸山議長 西川議員、簡潔にまとめてください。  

○西川議員 熱中症は、緊急搬送された人はいるかいないかというのもないん

ですか、甲良町は。  

○丸山議長 保健福祉課長。  
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○米田保健福祉課長 保健福祉課では把握はしておりませんが。  

○西川議員 これからもまだ熱中症、暑くなる日があるかと思いますので、そ

の辺を十分また周知していただきたいと思います。 

 これで質問を終わります。ありがとうございました。 

○丸山議長 西川議員の一般質問が終わりました。 

 ここで、１５分間、休憩します。 

（午前１１時０５分 休憩） 

（午前１１時２０分 再開） 

○丸山議長 休憩前に続き、野瀬議員の一般質問を許します。 

 ５番 野瀬議員。 

○野瀬議員 ５番 野瀬でございます。それでは、通告書に従って、質問させ

ていただきます。前日、その前から、防災についていろいろ質問が出て、回

答はされていますけど、再確認も含めて、再度質問させていただきます。  

 通告書を出すときには、台風２０号ということだったんですけど、それ以

降、台風２１号が来ております。それ以前には、今までにない東から西へと

いう形で台風１２号が通過しております。１２号を含めて、甲良町の被害状

況、これはどうであったかというのを報告願います。  

○丸山議長 総務課参事。  

○橋本総務課参事 では、野瀬議員のご質問にお答えさせていただきます。  

 台風２０号の被害でございますけれども、強風の影響で、建物等の破損が

見られました。被害状況につきましては、公共施設につきましては、建物外

壁や屋根の剥落が３件、雨漏りや吹き込みが２件、そして倒木が１件ござい

ました。公営住宅につきましては、一部破損が２件ございます。また、町内

につきましては、個人宅や工場、フェンスの破損が５件、その他、倒木やカ

ーブミラーの転倒が見られました。農業関係の被害につきましては、ビニー

ルハウスの破損が１２棟、また町内各箇所で水稲が倒れるというような被害

は見受けられました。先日の２１号の台風でございますが、公共施設の破損

状況につきましては、中学校の屋根でありますとか、また公民館の屋根の破

損でありますとか、雨漏りやガラスが割れるなど、数多くございまして、今、

応急措置はとっておりますが、先日の課長会で、内容、また被害の金額につ

きましてまとめるということで、依頼をしております。それをまとめた上で、

また専決処分などをお願いし、対応にあたっていきたいと考えております。  

 町内の被害の状況でございますが、当日およびまた翌日、今現在におきま

しても、見回りや、またその後、通報などがございましたので、その状況に

つきましてはまとめている最中でございまして、先日の委員会の中でもご報

告申し上げましたが、決算の委員会のときにまとめまして、状況報告をさせ
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ていただきたいと考えております。  

○丸山議長 野瀬議員。  

○野瀬議員 わかりました。  

 この前の台風２１号、これについては、今までにないひどい風だったと思

っております。その中で、甲良町全てじゃないんでしょうけども、簡易なと

いうか、ちょっと小規模な竜巻的なところが起きたんじゃないかということ

で、今まで瓦屋根が、瓦が飛ぶということはあまりなかったんですけども、

何軒か固まって、瓦屋根が飛んでいるところがあります。その辺のところ、

個人で修理というところなんですけども、実は、この被害、結構広範囲に被

害が及んでまして、瓦屋さん、依頼を頼んでも、なかなか修理が回ってこな

いという状況があります。甲良町の方で個人宅なので、修理に関しては個人

宅で保険等でやってくださいと、こういう位置づけはわかるんですけども、

即今、雨が降ったときの対応として、ビニールシートを貸すなり、支給する

なりという対応はとれないものなんでしょうか。これは、今の台風に対して

はしょうがないかもしれないんですけど、今後どうしていくかというところ

について、お答え願います。  

○丸山議長 総務課参事。  

○橋本総務課参事 今、ご提案いただいたことですけれども、今後のまた検討

課題といたしまして、考えていきたいと考えております。  

○丸山議長 ５番 野瀬議員。  

○野瀬議員 毎回毎回ということじゃなしに、被害の度合いによって考えてい

ただければいいと思いますので、よろしくお願いします。  

 それと、台風１２号、２０号、２１号、これで先日から話がありましたよ

うに、避難所開設が広報されまして、開設されたわけなんですけども、この

開設基準はどのようになっているか。それと、全協でも話がありましたけど

も、各地区の公民館、一時避難所としての開設基準、この基準をお知らせ願

えますか。  

○丸山議長 総務課参事。  

○橋本総務課参事 避難所の開設基準でございますが、甲良町の地域防災計画

にございます、災害時における迅速かつ円滑な避難を確保し、住民の安全を

守るということで、詳細につきましては、避難所開設判断ということで、災

害発生が予想されるとき、または発生したときに、本部長、それは町長です。

の判断、あるいは本部会議、これは課長で構成されております。の決定に基

づき、開設する開設場所を決定することとなってございます。  

 一時避難所の件でございますが、台風１２号のとき、また２０号、２１号

とお示しさせていただきましたのが、１２号のときには避難準備情報を出さ
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せていただきまして、一時避難所の開設を、こちらの方でお願いをさせてい

ただきました。その反省を踏まえまして、台風２０号におきましては、一時

避難所につきましては、自主運営でお願いをするということで図らさせてい

ただきまして、８月３０日、台風２１号の前の、８月３０日の区長会におき

まして、今年度の一時避難所の取り決めということで、皆様に周知をさせて

いただいております。今年度は各字の判断で開設、また運営等をお願いいた

しまして、各字、自主防災組織で防災意識向上のため取り組んでいただくと

いうことをお願いいたしております。意思統一をさせていただいております。

その際に、一時避難所を開設した場合、避難者が来られた場合、また避難者

が何か困っておられた場合などは、随時ご連絡をいただきまして、役場と連

携をとりながら、その運営にあたっていくということを確認させていただい

ております。また、一時避難所につきましては、マニュアルで、一時避難所

の位置づけが決定されておりますので、また今年度中に、また区長会ももち

まして、皆様のご意見を集約した上でそれを防災会議に諮り、マニュアルの

改定が必要な場合は、そのマニュアルの改定をしていく次第でございます。

よろしくお願いします。  

○丸山議長 野瀬議員。  

○野瀬議員 全体はわかったんですけども、各地区の一時避難所の開設基準、

これについては西川議員からも話がありましたように、ちょっと不明確な部

分がありますので、そこはやっぱり基準というところを明確に設けていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

 次に移ります。各字で、消防なり、区なりが動いて、被害状況を調べてい

ると、おそらく思うんですけども、私、今、区長をやっていますので、北落

の区としての被害状況は町の総務課の方に連絡はしているんですけども、そ

の辺の被害状況の連絡、これは各区から町への連絡という意味ですけども、

この体制はどうなっていますか。  

○丸山議長 総務課参事。  

○橋本総務課参事 連絡体制といたしまして、被害があった場合につきまして

は、発見された方でありますとか、各字区長さんの方から電話などで被害状

況の報告をいただいております。今、野瀬議員がおっしゃられたような形で

報告をいただいております。報告以外にも、台風の翌日に町内を巡回いたし

まして、被害情報の状況の確認をいたしております。お願いいたします。  

○丸山議長 ５番 野瀬議員。  

○野瀬議員 状況はわかるんですけども、なかなか区としても、その区長判断

に任せられているというようなイメージが強いので、都市によっては全然報

告もないでしょうし、区によっては報告がないとこもありますので、この辺
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のところはやっぱり全体として、町が全体を管理してもらうというところで、

報告してもらうというところでの通達がやっぱり必要かと思います。その辺

のところを今後、考えていただいて、全体の被害状況がすぐにわかるような

体制をとっていただきたいと思います。  

 続きまして、義務消防に関してなんですけども、区なり義務消防、この辺

の台風に対しての出動要請ですね。これはどうなんでしょうか。各自に任し

ているんでしょうか、どうなんでしょうか。  

○丸山議長 総務課参事。  

○橋本総務課参事 先日８月３０日の区長会でもお話をさせていただきまして、

その後、台風２１号の際までに、各区長様に文書を出させていただいておる

んですけれども、その中でも触れさせていただいておるんですけれども、各

字の自警団につきましても、自主防災組織の一部になりますので、自主防災

組織の判断で出動していただきたいという旨を、文書で通達をさせていただ

いております。  

○丸山議長 ５番 野瀬議員。  

○野瀬議員 わかりました。なかなかふだん、仕事をもっている義務消防です

ので、対応が難しい部分はあるかもしれないんですけども、この辺は逆に徹

底して、区として徹底していきたいと思います。  

 それと、昨日も話があったんですけども、各区の避難所としての対応で、

毛布が支給されていないというところで、山田議員からの指摘があったんで

すけども、毛布なり、あと保存食ですね。この辺も含めて、そんな沢山の数

は要らないんですけども、ある程度の数、ストックをそれぞれの区に場所と

して置いておいていただくというところで、何かあったときに避難所開設で、

対応がスムーズに行くと思いますので、その辺の検討をまたよろしくお願い

したいんですけども。  

○丸山議長 総務課参事。  

○橋本総務課参事 きのう、ご意見もいただきましたので、各字の避難所の毛

布の配布でありますとか、また備蓄の関係でございますので、また検討に加

えていきたいと考えております。  

○丸山議長 ５番 野瀬議員。  

○野瀬議員 わかりました。よろしくお願いします。  

 続きまして、通学路の関係なんですけども、これ、大阪北部の地震で、ブ

ロック塀が倒壊したと。かわいそうに、女の子が亡くなったという事故があ

りまして、事故というか事件がありまして、県教委から指示があったと思う

んですけども、通学路の総点検、その結果がまずどうだったか。危険箇所が

何カ所あったか。それに対して指示はどうしているかというところの報告を
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お願いします。  

○丸山議長 教育次長。  

○西村教育次長 まず、文科省の方から通学路という、まずは学校施設内に危

険なブロック塀がないか、まずこれの指示、それから、通学路の総点検とい

うことで、通学路中にそういうブロック塀、また危険な倒れるようなものが

ないかという点検をする、それから子どもたち自身がそういった場合に遭遇

したときに、自分で自分の身を守れるように、子どもたちにも指導するとい

うような指示が出されているところでございます。  

 甲良町としましては、先日全員協議会の方で、学校施設のブロック塀とい

うところで、甲良中学校の自転車庫が結構囲いが長いというところで、それ

は設計業者を呼んで、その図面上で鉄筋がちゃんと入っているかというとこ

ろで、安全やということを確認して、それは県教委の方に報告をしておりま

す。また、通学路の点検という部分につきましては、建設課長の方からも答

弁がありましたとおり、まずグリーンベルトが敷かれているところについて、

点検がされて、また報告があるかと思いますが、危険なブロック塀があった

ということを聞いております。その後、ブロック塀以外、ごめんなさい。グ

リーンベルトを敷いている以外のところの通学路の点検が、その後ちょっと

速やかにできていなかったもので、まず西学区の方を点検させていただきま

して、数件、危険と思われるブロック塀もありました。また、東学区の方も

今、２字、今、回らせてもらっている最中なんですが、またそこでも出てき

ましたので、また残りの東学区の方の通学路も点検の方をやってまいりたい

と思います。  

 それで、というところでございます。  

○丸山議長 ５番 野瀬議員。  

○野瀬議員 通学路ということになると、集団登校の場所になると思うんです

けど、そこから各家まで帰るところ、ここも各個人については、通学路にな

りますので、やっぱり総点検というところが必要になるかと思いますので、

そういう目で見ていただきたいと思います。  

 それと、あと次のとこですけど、ブロック塀以外でも危険な箇所、これは

あると思いますので、その確認がどうなっているかというところで、報告を

お願いします。  

○丸山議長 建設水道課長。  

○中村建設水道課長 まずは、通学道路上の、今年度、空き家、高島市で現実

ありましたように、そういう門、塀等が壊れているという。今回の台風でも

あったんですが、そういうとこを重点に、今年度、通学道路の図面、そこに

空き家を入れるということで、今年度で１回点検をしていきたいというふう
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に思っております。今現在のところはできておりません。  

○丸山議長 ５番 野瀬議員。  

○野瀬議員 実は、この先ほどの台風の話にもなるんですけども、実は北落で

も古い塀が実は倒れまして、道路に覆いかぶさったと。通行できないような

状況になったと。台風ですので、なかなかそこに子どもが歩いているかとい

うたら、歩いてはないでしょうけども、そういうところも、ブロック塀以外

ですけども、やっぱり普通の塀でも危ないという認識を十分もっていただき

たいと思います。  

 それと、先ほどちょっと質問を忘れたんですけども、その塀に対して、塀

が倒れているよというところの報告をしたんですけど、なかなか道に塀が倒

れたときのどける作業ですね。普通の場所だったら、多少、後送りでも構わ

ないんですけども、メインの道路に対して、そこが通行どめになってしまう

というところに対しての対応が、少し遅いように思いました。なかなか来て

いただけないので、区内の業者でそこの塀をどけたんですけども、その辺の

依頼してからの対応、優先順位、この辺がどうなっているかというところを、

わかりましたらお願いします。  

○丸山議長 建設水道課長。  

○中村建設水道課長 私どもの方に連絡がありましたら、今回の台風でもそう

ですが、壊れた道にあるというのが、私ども、パトロールでも判明した場合

には、直ちに通行どめをすると。それにつきましては、地元の区長さん、ま

た消防、警察の方には連絡をとって、まず通行どめをすると。基本的に、道

路に倒れた個人のものについては、個人で直していただくということを基本

に進んでおります。  

○丸山議長 ５番 野瀬議員。  

○野瀬議員 話はわかるんですけども、道路が封鎖されてしまって、人間の手

で無理な場合、やっぱり重機等が必要になりますので、どっかに依頼して、

道をあけるということになると、時間がかかりますので、応急策として、例

えば町で横へやってもらうとか、そういうところの対応ができないかなとい

う質問だったんですけども。  

○丸山議長 建設水道課長。  

○中村建設水道課長 すみません。町の方で重機をもっていってやるという作

業までは、今、私どもの機械の都合等で行きますと、非常に困難であるとい

うふうに考えます。ただし、通行どめをして、まず安全を確保するというこ

とを優先にしていきたいと思っております。  

○丸山議長 ５番 野瀬議員。  

○野瀬議員 わかりました。今回は区内の業者で何とか対応できましたけども、
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今後もそういう緊急な場合は、そういう対応をせざるを得ないということだ

と思います。わかりました。  

 そして、その次ですけども、先ほども話がありましたけども、危険な空き

家というところも、今、調査しているということだったんですけども、これ

に対して、甲良町に何軒ぐらいあって、本当に危ないところ、これに対して

は、強制的に町の方でも、先日の高島の研修でもありましたけども、本当に

危ないところに対しては、町の方で強制執行するなりという対応をしなけれ

ばいけないんですけど、そういうなのがあるかないか。検討しているものが

あるかないかというところはどうでしょうか。  

○丸山議長 建設水道課長。  

○中村建設水道課長 空き家につきましては、平成２８年度空き家の実態調査

におきまして、これは特別措置法で、法律に基づいてやったところでござい

ますが、１年間居住していない空き家というのは１０７軒、空き家と思われ

るところは約２００軒近くあったんですが、まずそこから目視でございます

が、約２軒は危ないんじゃないかという判断をしたところはございます。た

だし、また具体の中身につきましては、今年度ではございますが、基準等を

つくって、来年度に現地の立ち入りをしていきたいというふうに思っており

ます。ただし、その２軒のうちの１軒さんにつきましては、もう撤去されて

おられます。もう１軒につきましては、文書で危ないですよというお知らせ

的なものにはございますが、通知をしたところでございます。  

○丸山議長 野瀬議員。  

○野瀬議員 わかりました。子どもたちというのは、逆にそういうところ、隠

れ家ではないんですけども、遊び場にするというところがよく見受けられま

すので、早急に対応をよろしくお願いします。  

 それでは、次、行かせてもらいます。北落の御旅所の南に、一部町有地が

ございます。ここの部分が、最近、進入禁止となっておりました。まず、こ

れ、状況の確認ですけども、なぜこういう形になったんでしょうか。 

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 ちょっと若干経過を申し上げます。あそこは旧の直売所とし

て利用されておりまして、平成２５年３月に新しいのができました。できた

ということで、使用をしなくなりました。２６年７月に、直売所を解体して、

処分をさせてもらったという経緯がありまして、そのときに、使っていた仮

設トイレが撤去されていなかったという実態がありまして、その後、そこに

不法投棄をされたということがありまして、その分を処分はさせてもろうた

んですけど、そのまま放ってあったというのがあります。３０年、今年度で

すけど、６月議会にそこの草刈りの除草費を補正予算を組ませてもらって、
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草刈りはしたんですが、物がどいてなかったということで、ちょっと町民の

人から話があったということで、当時、産業課が管理していましたので、産

業課の方に話がありまして、そこから総務の方に連絡があって、３、４年前

に、うちも土地の関係で整理しまして、普通財産ということで、３年ほど前

から総務課が管理しているような状態に、台帳上なりましたので、じゃ、総

務課で対応させてもらいますということで、町の土地なので、普通はきっち

りして、ここは町の土地ですよと表示するのが一般的な行政の対応かなと思

いまして、その廃棄物は処分させてもらいました。その表示の仕方ですが、

一般的には、ロープをするか、甲良町ですよと立て看板をするのがというこ

とで、一応近隣市町の状況も確認させてもらって、じゃ、ロープで行こうと

いうふうにはなりました。ロープを張るので、直営で職員にさせてもらって

います。 

 そのときにということで、土盛りまでしたということとか、進入禁止にな

ったというのが経緯であります。 

○丸山議長 ５番 野瀬議員。  

○野瀬議員 実際、あの土地ですけども、北落のきらめき公園も外部からグラ

ウンドゴルフをしに来られている人とか、そういう人があそこを駐車場に使

うということも実際にはあります。その３番の部分で、これ、養護学校と書

いてあるんですけど、私、間違えていまして、多賀町の作業所の待ち合い場

所になったというところもありますので、急にロープを張って、盛り土もさ

れている。逆に驚いたというところもあります。即今、何かが建つのかなと

いうふうなこともありましたので、こういう質問になったんですけども、実

際、そこを管理している、管理というか、そこの地区の区長等には、少なく

ともこれこれこういう理由でこういう対応をするというところのアナウンス

が欲しかったなというところが、今現在思っているところなんですけども、

その辺のところ、いかがでしょうか。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 区長さんに連絡がとれていなかった点は、反省をせなあかん

点かなと思います。実際、この通告書をいただいた２４日に、初めて養護学

校という表現をされてたので、使われているん違うかということで、通告書

が２４日金曜日の５時半ぐらいにうち、もらうもので、早速２７日月曜日に

ちょっと養護学校に確認をさせてもらったら、今、区長さんが言われている

ように、養護学校ではないよということで、多賀町の杉の子作業所さんやと

いうことがわかりましたので、２８日の火曜日にもう一遍直接行って、説明

をしておく方がということで、総務課の職員、直接行って、今、しゃべらせ

てもろうたことやらを説明させてもらいました。使われているということで
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したので、使ってくれるんやったら、うちの方もそういうふうに対応させて

もらうというような話をさせてもらったんですが、たちまち公園の方で使わ

れているということでしたし、杉の子さんの方では、一応役場の方の保健福

祉課には言ってあるというようなことでしたんですが、ちょっとその辺の確

認も十分把握できていなかったということもありまして、こういうことには

なっておりますし、今言うたようなことは、丁寧に作業所さんに伝えていま

すし、もしそこはということでしたら、町はそうさせてもらいますのでとい

うことで、今のところ、話はしておるような状況であります。そのことも踏

まえて、区長さんに事後でも報告できていなかったというのは事実でありま

す。また今後はその辺は改めていきたいと思います。 

○丸山議長 ５番 野瀬議員。  

○野瀬議員 状況はわかりました。町の土地ということなんですけども、例え

ば、区内でどっかの業者さんが、何か建物が建っているという時点において

も、区に対しての連絡が実は来ますので、そういうことから言っても、やっ

ぱり町も区に対して、こういう作業をするというところの連絡は必ずいただ

きたいと思います。今後よろしくお願いします。  

 以上で終わらせていただきます。ありがとうございます。  

○丸山議長 野瀬議員の一般質問が終わりました。  

 ここで、昼休憩に入ります。１３時２０分から開会します。  

（午前１１時５０分 休憩） 

（午後 １時２０分 再開） 

○丸山議長 それでは、休憩前に続き、１番 岡田議員の一般質問を許します。 

 １番 岡田議員。 

○岡田議員 １番 岡田隆行です。議長のお許しが出たので、通告書に基づき、

一般質問をさせていただきます。  

 最初に、せせらぎ遊園まちづくりについてですが、各集落の親水公園など

の維持管理について、お聞きしたいと思います。現在、どのように維持管理

されていますか。  

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 現在、せせらぎ遊園のまちづくりの中で、親水公園の維

持管理ということで、草刈り等の日常的な維持管理につきましては、各集落

にお願いをしているところでございます。ただし、現在、かなりの経年がた

ってきておりまして、水路、構築物の修繕、改修などは、あまりにも集落で

実施するにあたりまして、金銭的負担が大きいものがございますので、原則

集落からの要望に基づいて、町が修繕をしていく調整を現在、図っていると

ころです。  
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○丸山議長 １番 岡田議員。  

○岡田議員 ご回答いただき、ありがとうございます。先ほどの質問で、私の

住んでいる呉竹区でも、親水公園がありますが、藻がかなり生育して、むら

づくり委員会では除去が大変で、予算もなく、維持管理ができなくて放置し

ていて、近隣の農業用水路にも影響が出てきています。隣の字の小川原区か

らも、合同で草刈りや除去しませんかと声をかけていただきました。私もむ

らづくり委員会に所属していて、最近、特に思うことがありますが、むらづ

くり委員会もだんだん高齢化になり、親水公園など、区の環境整備もままな

らない状況になってきて、若い担い手づくりが急務となっています。本町と

しても、今後、世代交代を円滑に進めていくためにも、このままの現状で行

くのがいいのか、何かほかに方法がないのか、検討する余地があると思いま

す。例えば、元気づくり交付金の見直しや、区とのきちんとした協議など、

今後の課題や対策などは考えておられますか。  

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 今、ご指摘いただいたことにつきましては、課題として

認識しておりますので、今現在、庁舎内で検討しているところでございます。  

○丸山議長 １番 岡田議員。  

○岡田議員 回答ありがとうございます。先ほども申しましたが、維持管理す

るメンバーの高齢化も進み、各集落とも維持管理が非常に大変な状況になっ

ていますので、本町としても早急に対処が必要だと思い、こういった質問を

させていただきました。ご検討のほど、よろしくお願いいたします。  

 次に、側溝や排水溝などに藻や草が生え、除去が大変だと、一部の集落で

相談がありますが、町としての対策をお聞かせください。  

○丸山議長 建設水道課長。  

○中村建設水道課長 側溝等につきましては、先ほどの親水公園と同じように、

日常的な維持管理については、集落でお願いをしておるところでございます。

ただし、集落でもいろいろなケースがありますので、そのときにつきまして

は、ぜひとも役場の方にご相談をしていただいて、いろんな対策等図ってい

きたいと思っております。  

○丸山議長 １番 岡田議員。  

○岡田議員 区で清掃も行っていますが、特に藻が生えると、なかなかちょっ

と除去しにくくて、ポケットパークでコイを泳がせているのもあって、コイ

の生育に影響があるものを使うことも難しく、例えば、県の関連機関などに

相談して、どのようにすれば景観を保ちながら、きれいな水路を保てるか、

今後の検討にしていただければと思います。  

 次に、２番目に、ペアレントメンターについて質問させていただきます。
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自閉症や学習障害、注意欠陥、多動性障害、いわゆるＡＤＨＤなどの発達障

害がある子どもを育てた親が同じ悩みを抱える親の相談に応じるペアレント

メンターが注目されています。東京都足立区では、ペアレントメンターによ

る相談体制を積極的に整備し、発達障害児の家庭支援につなげているそうで

す。  

 そこで、ペアレントメンターとはどのようなものか、お聞かせください。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 ペアレントメンターというのは、ペアレントというのは

親のことで、メンターとは信頼できる相談相手ということで、今、議員がお

っしゃられたように、親を支援するということで、発達障害等のある子ども

さんを育てた保護者の方が、今現在育てておられる保護者の方に対しての情

報共有や、地域資源についての提供だったり、子育てについてのサポートを

していくボランティア支援者のことを指します。  

○丸山議長 １番 岡田議員。  

○岡田議員 ご回答いただき、ありがとうございます。  

 次に、ペアレントメンターの必要性についてお聞かせください。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 発達障害のある子どもさんについては、なかなか周囲か

ら理解されにくいということがありまして、保護者や家族の方だけで悩んで

おられるということもあると思います。このような状況にならないように、

専門職以外の者が保護者や家族の悩みに共感して、相談に応じられる人材の

存在というのは、かなり必要かなというふうには考えます。しかし、町内で

なかなかこのような人材の方は現在、確保することはできておりません。  

○丸山議長 １番 岡田議員。  

○岡田議員 発達障害の子どもは、先ほど言われたように、いじめを受けたり、

その行動がわがままと勘違いされたりするなど、非常にトラブルに陥りやす

いそうです。周囲の誤解から、親が甘やかしている、しっかり子どもをしつ

けてほしいと避難され、孤立感を深める親も多いと聞きます。ペアレントメ

ンターは、経験者だからこそ、悩みを抱える親の心情をよく理解、共感し、

寄り添えるのが最大の特徴だと、新聞にも書いてありました。支援を求める

親たちのニーズが高まったことから、東京都の足立区では、２０１６年度に

相談事業をスタートさせたそうです。本町においても、発達障害と思われる

子どもを抱える家庭が多くなってきているかなと思います。ペアレントメン

ターの強みについて、鳥取大学の井上教授が話されていますが、高い共感性

を持って、親の悩みに応じられることで、これは医師や福祉の専門家も及ば

ず、メンターにとっても自分の苦労した体験が人の役に立つことで、自己肯
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定感が培われていく効果があると期待されています。  

 一方、相談内容の深刻さによっては、メンターが助言できる範囲にも限界

があります。医療や福祉の専門家との連携や、行政の後押しが重要になりま

す。また、相談先の調整役を担うコーディネーターの存在も欠かせないと思

います。以前に家庭支援事業において一般質問をさせていただきましたが、

ペアレントメンターについての必要性も感じ、ぜひ並行して事業を進めるこ

とで、本町の家庭支援事業が充実かつ前に進むものと感じていますので、ご

検討のほど、よろしくお願いいたします。  

 先進的な取り組みとして、先ほどから話に出ている東京都足立区が相談事

業を実施するペアレント・メンターあだちでの話ですが、メンターは、発達

障害の子どもの育児を経験した親が、養成講座を受講して務めているそうで

す。足立区から事業を委託された一般社団法人ねっとワーキングの日笠よう

子代表理事は、すぐに解決に結びつくものではありませんが、今、抱えてい

る気持ちを吐き出してもらうことが大切ですと語っておられます。活動とし

ては、個別面談や少人数による交流会、ぴあサロンで悩みの相談に応じたり、

進学時に必要となる子どもの成育歴などをまとめたサポーターブックづくり

のノウハウの提供や、理解を深めるための啓発活動も行っているそうです。

利用者からは、同じ思いで日常のことを話せる場があって、とてもうれしい。

子どもの困り事にそんな対処方法があったのかと勉強になったとの声が寄せ

られています。日笠代表理事は、発達障害の子どもへの支援だけではなく、

その家庭を支える取り組みも求められています。メンターが相談に乗ること

で、１人ではないと感じてもらえたらと話されているそうです。本町が必要

性を感じて事業として取り組み、スタートするときの参考になればと思いま

す。  

 次に、厚生労働省の支援事業についての取り組みですが、発達障害への認

知度が高まる中、都道府県などに整備されている発達障害者支援センターへ

の相談件数は、増加傾向にあるそうです。昨年度の支援実績は７万４，００

０件超と、過去最多を記録した。急増する相談件数に伴って、家族への支援

の必要性も高まっているとみられる。そこで、厚生労働省は、１０年度から

都道府県、政令市に対して、ペアレントメンターの養成を支援しており、１

７年度は４３自治体で事業が実施されている。そこで、厚生労働省の支援事

業についての取り組みを本町として検討しているかどうかをお聞かせくださ

い。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 平成３０年度から発達障害児・者および家族等支援事業

として、４つの事業について国の補助金の対象が、市町にも拡大されました。
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その中で、家族のスキル向上支援事業として、ペアレントプログラムという

ものがあり、障害のあるなしにかかわらず、広く子育て支援の取り組みとし

て、トレーニングを受けた保育士、保健師等が保護者の認知を肯定的に修正

することを目的として実施するものです。甲良町の実態から、家庭支援業務

の１つに、このペアレントプログラムというものを取り入れた支援が必要か

なということを考えております。  

 また、ぴあサポートですね。先ほど議員がおっしゃられていましたが、そ

の推進事業として、保護者同士のつながりというのは、既にもうＬＩＮＥ等

通してできておりますけども、それを町が支援していくという、集まれる場

の提供とかということも考えていけるかなと考えております。  

○丸山議長 １番 岡田議員。  

○岡田議員 丁寧な回答をいただき、ありがとうございます。多分、重複する

と思うんですけど、私もちょっと新聞の記事で、１８年度の予算案で、もう

今、実行されていると思うんですけど、新たに先ほど言われた、多分、市区

町村を実施主体として追加した発達障害児・者および家族等支援事業を盛り

込んで、メンターの養成を後押しするそうです。具体的には、メンターの研

修や活動費、相談活動を調整するコーディネーターの配置を支援、厚労省の

障害福祉課は、身近な市町村が実施主体となることで、よりきめ細かい支援

が期待できると、狙いを説明しています。新たに市町村を実施主体として追

加した支援事業なので、先ほど取り組むような形をお聞きしているんですけ

れども、ぜひ前向きに検討いただく事業として取り組んでいただければと思

い、この質問を終えたいと思います。  

 次に、３番目に、ジビエの利用拡大についてお聞きしたいと思います。鹿

やイノシシなど、野生鳥獣による農作物の被害額は年間１７２億円。これは

２０１６年度の統計ですけれども、年間１７２億円に上っているそうです。

農家の営農意欲の低下や、耕作放棄地の拡大などにつながりかねず、被害額

として数字にあらわれている以上に、農村に深刻な影響を及ぼしているのが

実情です。  

 そこで、鹿やイノシシなど、野生鳥獣に対する町内の農作物の被害状況と、

捕獲後の現状をお聞かせください。  

○丸山議長 産業課長。  

○北坂産業課長 各集落に鳥獣による農作物被害状況調査を行いましたところ、

２集落から被害状況を報告され、大きな被害じゃなく、自作の畑の被害で、

金額を算定するものの被害ではなかったと報告を受けております。また、鹿

やイノシシによる被害ではなくて、猿のはぐれたものや、ハクビシンによる

被害でありました。捕獲後の処理につきましては、現場で処理をいたしてお
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ります。  

 以上です。  

○丸山議長 １番 岡田議員。  

○岡田議員 回答ありがとうございます。近年、ジビエを食肉として、活用す

る動きが広まっています。日本各地には、昔から漁師がとってきた野生鳥獣

の肉を食べる地域文化があったが、食肉として扱うルールや、国の衛生基準

はなかったが、２０１４年に野生鳥獣の衛生管理に関するガイドラインが策

定され、１６年には鳥獣被害防止特措法が改正され、これにより、捕獲した

鳥獣は食肉として利活用を進めるべきと明示され、ジビエ普及の大きな転換

点となりました。農林水産省は２０１８年度予算案に、鳥獣防止総合対策交

付金として１０３億５，０００万円、前年比１割増しですが、計上し、捕獲

した野生鳥獣の肉、ジビエの利用拡大に力を入れるそうです。  

 そこで、農林水産省が１８年度から、新事業でジビエの利用拡大をめざし

ているが、本町としての、今後の施策や活用などがあれば、お聞かせくださ

い。  

○丸山議長 産業課長。  

○北坂産業課長 現在、甲良町の捕獲頭数といたしましては、４０頭で調整を

されております。１頭の鹿に対して、食肉利用できる肉の割合というものは、

約３０％ぐらいであるということです。捕獲頭数が４０頭と調整されている

甲良町では、なかなかジビエの利用には適していないのではないかと考えて

おるところです。  

○丸山議長 １番 岡田議員。  

○岡田議員 回答ありがとうございます。捕獲した鳥獣の多くは廃棄処理され

ており、食肉として利用されているのは、捕獲後の捕獲数の約１割にとどま

っているそうです。先ほど、産業課長が言われたように、なかなかいろんな

制限があるかと思いますが、農水省が全国の食肉処理施設を対象に実施した

調査によると、１６年度のジビエの利用量は１，２８３トンで、政府は調査

結果をもとに課題を浮き彫りにして、１９年度までには利用量を２，５６６

トンに倍増させる目標を掲げているそうです。そのための具体的施策として、

１８年度予算案に、ジビエ倍増モデル整備事業を新たに盛り込んだそうです。

これは、ビジネスとして持続可能で、捕獲から搬送、処理加工、販売までの

流通体制を構築するとともに、安全かつ良質なジビエを飲食店や小売店など

に安定供給できるモデル地区を整備するもので、既に全国１７地域をジビエ

利用モデル地区と選定しており、今後、さまざまな支援を行うそうです。ハ

ード面では、広域連携を見据えた中核的な処理加工施設や、保冷施設を整備

し、また捕獲鳥獣を現地で洗浄、解体できる移動式解体処理車、ジビエカー
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の導入も支援するそうです。ソフト面では、ジビエのビジネス展開に向けた

人材確保や販路拡大など、地域主体の取り組みをサポートしていて、捕獲や

販売など、各種相談に応じたアドバイスを行うジビエコーディネーターの配

置も進めるそうです。さらに、わなにかかった鳥獣を遠隔操作で確認するな

ど、情報通信技術、いわゆるＩＣＴを活用した取り組みも支援するそうです。  

 一方、公益社団法人の全国食肉学校も、鹿やイノシシの解体処理の従事者

向けに、技術指導を行っているそうです。このほか農水省は、ジビエの安全

性や品質を保証するために、国の認証制度を創設する準備も進めているそう

です。本町としても、先ほども言われましたが、単独で行うには大変厳しい

かと思いますが、広域連合で、この件について前向きにちょっと話し合って、

新たな取り組みとして検討してみてはどうかと提案して、この質問を終えた

いと思います。  

 次に、４番目に、高島市の視察研修による今後の本町の取り組みについて

質問をさせていただきます。高島市市役所管内で、職員の方からさまざまな

取り組みについて聞かせていただき、本町に役立てられそうな話も沢山あり

ました。特に職員の補助金や助成金に関する取り組みについては、若い方で

も積極的に勉強し、どうしたら補助金や助成金を手に入れられるか考えられ

る、そういう姿勢が見受けられ、それが各事業の士気につながり、さまざま

な事業が取り組めていると思いました。  

 そこで、私が特に関心を寄せた移住・定住の取り組みについて、本町が現

在取り組んでいる施策をお聞かせください。  

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 移住・定住ということで、まず企画監理課におきまして

は、この１０月から小江戸ひこね町屋活用コンソーシアムという団体、大学、

また商工会等で組織されているＮＰＯ法人の方にお願いをしまして、空き家

バンクというものを創設させていただいております。そういったものを、１

０月開始をさせていただくことによりまして、移住の方はもとより、これか

ら町内外に転出なされる方の居住の確保ということで、まず第１段階を、そ

ういった移住・定住の取り組みについて、取り組みをさせていただいている

ところでございます。  

○丸山議長 １番 岡田議員。  

○岡田議員 回答ありがとうございます。本町においても、移住・定住に向け

て取り組んでおられますが、ほかの市町村と比較しても、少し遅れ気味のよ

うに感じられます。移住・定住について、高島市での取り組みで、移住・定

住コンシェルジュ事業があり、専任のコンシェルジュを配置することによっ

て、相談窓口や情報提供、相談役を担う人材発掘、育成、高島市の地域性を
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活かした働き方や、暮らしについての情報発信など、移住・定住したい人へ

のフォローやアプローチを地道にされているそうです。出張相談会も、市内

６回、大阪３回、東京６回、名古屋１回実施で、相談件数２１２件に対して、

定住実績は３７件、定住実績の人数が８５人と、着実に増やされています。

本町においても、こうしたコンシェルジュを置き、移住・定住を希望される

方のフォローやアプローチができる環境を取り組んでいただければと思いま

す。  

 それから、冒頭でも話ししましたが、私が以前から提案している一般財団

法人の地域活性化センターの助成金について、高島市でも移住・定住、交流

による地域活性化支援事業に、何年か連続で採択されていますし、同じ財団

法人で、多分、名前が変わっただけやと思うんですけれども、地方創生に向

けて頑張る地域応援事業にも、連続で採択をされています。ぜひこの助成金

は、何度か提案をさせてもらっていますが、現在滋賀の自治体のある市町村

でも、あまり活用されていないか、もしかしたら知られていないかで、非常

にちょっと助成金としては通りやすい状況だと思いますので、積極的に何か

企画をして、検討してみてはいかがかなと思います。  

 次に、観光事業について、本町としての取り組みをお聞かせください。  

○丸山議長 産業課長。  

○北坂産業課長 本町の観光事業としては、観光協会などで、湖東三山観光協

議会、びわこ湖東路観光協会、近江ツーリズムボードという広域的な観光の

協議会と連携しながら、インバウンドも含めて情報発信をしていっておると

ころでございます。  

○丸山議長 １番 岡田議員。  

○岡田議員 回答ありがとうございます。本町においても、観光事業の今、先

ほどいろいろと取り組んでおられますが、こちらもいま一つ、これといった

今、施策がない状況かなと感じております。  

 高島市では、重要文化的景観を活かした観光振興事業、高島トレイル魅力

発信事業、インバウンド誘客促進事業、自転車による琵琶湖一周、ビワイチ

による体験型観光ネックレス創造事業など、積極的に観光資源を活用し、企

画されているのと、戦略がきちんと考えられているので、本町においても、

高島市と環境は違いますが、本町の魅力を最大限に引き出す企画と、観光資

源を活用した集客に向けて、取り組んでほしいと願っています。特に、現在、

力を入れている三大偉人への取り組み、これは私が１２月議会でちょっと提

案したのを、文化財の活用・理解促進戦略プログラム２０２０年の策定に取

り組んでいただいて、文化庁の補助金の活用した企画と、文化財の保護とま

ちづくりで、歴史文化基本構想を策定することを提言させていただきます。  
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 文化財の活用と歴史文化の融合ということで、観光客を呼び込む１つの施

策として考え、３０７号線沿いを中心にした文化財、かなりありますが、文

化財保護に向けて、周辺の市町村と連携して、広域連合で協力して観光の活

性化を企画するのも、補助金を最大限に活用できるかと思われます。今の本

町には、ちょっと明るい話題がないので、せめて観光事業で誰もが目を輝か

せられるような企画を町職員の皆さんが一丸となって、企画されるのを期待

して、この質問をちょっと終えたいと思います。  

 次に、５番目に、読み聞かせボランティア活動について、町内における読

み聞かせボランティア活動の団体の数と活動状況についてお聞かせください。  

○丸山議長 社会教育課長。  

○大野社会教育課長 町内の絵本ボランティアの団体は２団体で、主な活動は、

小学校や保育センターなどで絵本の読み聞かせ、学童保育でのお話し会、あ

と絵本の勉強会や研修会への参加をいただいております。  

○丸山議長 １番 岡田議員。  

○岡田議員 回答ありがとうございます。  

 次に、読み聞かせボランティアの効果についてお聞かせください。  

○丸山議長 社会教育課長。  

○大野社会教育課長 読み聞かせを聞く子どもたちは、生き生きとした目でお

話の世界に引き込まれています。読み聞かせを楽しむことで、子どもたちの

聞く力、集中力が高まり、スムーズに授業に入ることにもつながっています。

また、読み聞かせのボランティアさんとのコミュニケーション、挨拶や会話

などの触れ合いを通して、地域の大人とのかかわりをもつことは、子どもた

ちにとってふだんの学校生活にはない豊かな経験となっております。  

○丸山議長 １番 岡田議員。  

○岡田議員 社会教育課長の話と重複することもありますが、私が調べた具体

的な効果としては、自尊心の向上といった心理的効果をはじめ、身体的効果、

認知機能への効果などが実証されているそうです。認知機能については、読

み聞かせの研修を受けた人の記憶力が向上し、ボランティア活動を続けると、

その後も記憶力を維持できることがわかったそうです。さらに、認知機能を

つかさどる海馬の萎縮が抑制されることが、６年間の追跡調査によって明ら

かになったそうです。  

 一方で、受け手への効果も重要ですが、首都圏の小学校で行ったアンケー

トでは、絵本を自分で読み直した、心に残る絵本があったといった回答が増

え、活字離れの予防も期待できます。また、読み聞かせに積極的に参加した

子どもは、高齢者に対してやさしい、温かいといったイメージを長く持ち続

けるという調査結果も出ました。子どもとボランティアが知り合いになるこ
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とは、地域の見守り強化にもつながるため、保護者は顔の見える関係のシニ

アが地域に増えることを喜んでいます。また、教職員も、自治会などの関係

だけではなく、新しい学校支援の担い手が増えることに感謝しているそうで

す。このように読み聞かせボランティアの効果ははかり知れないと、私自身

も感じています。  

 次に、絵本の読み聞かせによる子どもの発達にどのような影響や効果があ

ると考えられるか、お聞かせください。  

○丸山議長 社会教育課長。  

○大野社会教育課長 絵本の読み聞かせを通じて、子どもは言葉や表現の豊か

さ、音の響き、おもしろさを知り、言葉に対する興味や感受性を育んでいき

ます。読み聞かせをすることで、読み手と子どもの間に、楽しい気持ちや喜

びが共有でき、人とかかわる力を育む土台にもなるかと考えております。  

○丸山議長 １番 岡田議員。  

○岡田議員 回答ありがとうございます。読み聞かせには魅力がすごいいっぱ

いあります。東京の学芸大学の岩立京子教授は、読み聞かせは、子どものさ

まざまな能力を伸ばすだけではなく、親子の豊かな交流の機会にもなります

と言われています。言語能力、想像力を育むだけではなく、子どもの発達に

とって、さまざまなよい点が詰まっています。子どもの生活空間は限られて

おり、自分で体験できることはわずか、まだ見たことも、さわったこともな

いものが沢山あります。しかし、絵本に触れることで、今いる自分の空間を

超えて、世界のさまざまなことを知ることができ、見たことのないことでも、

想像を膨らませて、疑似体験することができます。想像力が豊かになること

で、人や動物、自然への感受性や思いやりといった感性も育まれていくと思

います。また、親から物語を聞く中で、言語力がつくのも大きな魅力です。

言語力は全ての学習の基礎で、自分の思いや人の気持ちを言葉で表現する力

が磨かれるので、就学してからも勉強の理解がスムーズに進みます。多忙な

社会で子どもとゆっくり過ごすのが難しい現実がありますが、お子さんにと

っても、心地よい時間になると思うので、絵本を読む習慣を身につけたいも

のです。  

 次に、読み聞かせボランティア活動の支援拡大について、本町としての見

解をお聞かせください。  

○丸山議長 社会教育課長。  

○大野社会教育課長 ボランティア活動さんへの支援の拡大としては、今年度、

研修会の方を実施したいと考えております。図書館で今年１１月に絵本ボラ

ンティア養成講座の方を実施いたします。読み聞かせのボランティア２団体

のほかに、広く一般の方にも絵本の楽しさや読み聞かせの方法や技術アップ
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を学べる講座をと考えております。  

○丸山議長 １番 岡田議員。  

○岡田議員 回答いただき、ありがとうございます。今年度、いろいろな取り

組みをされるということで、読み聞かせのボランティア活動の支援拡大は、

先ほども話させていただきましたが、シニアへの効果につながり、ひいては、

介護保険料にも大きく貢献できる効果があると、私も思っております。もっ

と沢山の方がボランティア活動に参加できる仕組みづくりや、子どものさま

ざまな能力を伸ばす効果もあるので、さらなる支援拡大に向けて、いま一度

前向きに検討いただければと思います。  

 次に、ブックスタート支援事業の見直しについて、本町としての見解をお

聞かせください。  

○丸山議長 社会教育課長。  

○大野社会教育課長 ブックスタート事業では、絵本を読み聞かせ、赤ちゃん

が絵本を喜ぶ姿を保護者に見てもらい、保護者の一人一人と会話をしながら、

赤ちゃんの心が豊かに育まれることをお伝えしております。手渡しのタイミ

ングなどで、ゆったりとした読み聞かせを実施するために、福祉課や子育て

支援センターとの協力体制の検討や、あと読み聞かせボランティアさんに参

加を呼びかけて、赤ちゃんの言葉と心を育む事業となるように、さらに努め

ていきたいと考えております。  

○丸山議長 １番 岡田議員。  

○岡田議員 ブックスタート事業については、私が初めて議会で一般質問をし

たときにお聞きしましたが、１９９２年にイギリスのバーミンガム市で始ま

って、現在では世界各国に広がっている活動だそうです。ブックスタートの

目的というのは、先ほど課長もおっしゃられたように、絵本を通じて赤ちゃ

んと触れ合う時間をつくり、そして、親子で心が温まる時間を一緒に過ごす

ことで、コミュニケーションを深めたり、親子の愛情が深まるように応援す

ることが目的とされています。  

 今回、ブックスタート事業の見直しの質問をさせていただいたのは、５番

目の読み聞かせボランティア活動についての中でも話をさせてもらいました

が、もっと本を読むのが好きな子どもたちが増えることを願い、提案させて

いただきたいと思います。最初に手渡す本について、私もちょっと実際に手

渡すところを見ていないので、もしかしたら、既に実行されているかもしれ

ないけれども、ブックスタート・パックというのがありまして、もしされて

いないのであれば、それに変更されてはどうかなと思います。一般的にはＮ

ＰＯ法人のブックスタートで、廉価版で安く購入できるそうですが、何か手

提げ袋の中に、本と自治体の何か取り組みとか、そういった役立つ資料等を
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入れて、渡すようになっているそうです。たしか、北欧とかでは、赤ちゃん

に必要なもの、いろんな必要なもの、おむつであったりとか、そういったも

のも一緒にバッグに入れて、本と一緒にプレゼントすることで、本当に赤ち

ゃんが誕生してうれしいという気持ちを伝えられるので、とてもいい活動だ

と思います。  

 次に、セカンドブックは、多分現在２回目をたしか実施しているので、サ

ードブックの提案をしたいと思います。サードブックをされている自治体を

見ると、特に小学校に入学される児童を対象に実施されています。小さいこ

ろに親しんだ絵本から、児童書へとプレゼント変更することによって、引き

続き本になれ親しんでほしいと思います。予算的には、ここ年々、新生児の

人数が減ってきているので、特に過度な負担にはならないと思いますし、子

育て支援の充実という点においても、検討の余地があると思いますが、どう

でしょうか。  

○丸山議長 社会教育課長。  

○大野社会教育課長 現時点では、ブックスタートフォロー事業の方を実施し

てまいりますが、保護者の方からも大変喜ばれており、読み聞かせでのコミ

ュニケーションの方をまず育んでいただけるような取り組みを進めて、本と

親しんで手にとれるような環境づくりを努めてまいりたいと思っております。  

○丸山議長 １番 岡田議員。  

○岡田議員 ありがとうございます。やはり、子どもの、最近小さい子でも、

スマホとかで見させて、なかなか本を読むという機会が非常に減っておりま

すし、親子の触れ合いという点でも、今先ほど、課長がおっしゃられたよう

に、本を通じて育むことができるといいかなと思いますので、今後も引き続

き、予算が計上できるようであれば、先ほどほかの議員さんも、教育の方で

もおっしゃられたように、やっぱり読書量の違いで、かなり学習の向上も変

わってくると思いますので、小さいころからそうした環境づくりをすること

によって、小学校、中学校の学力のレベル自体も上がってくるかと思います

ので、ぜひ継続してやっていただけるように、よろしくお願いいたします。  

 最後に、６番目に、近居について質問させていただきます。親世帯と子世

帯が子育てなどで助け合いやすい暮らし方として、互いに近い距離で住む近

居への関心が高まっています。内閣府が２０１３年に国の２０代から７０代

の男女３，０００人を対象に実施した子育てに関する調査の中で、理想の家

族の住まい方として、親子世帯と祖父母との近居が３１．８％で最も多く、

祖父母と離れて住むが２１．７％、祖父母と同居が２０．６％を上回りまし

た。近居にはっきりとした定義はないんですけれども、各種調査では、車や

徒歩で１５分以内、車や電車で１時間以内などとされています。各地の自治
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体でも、近居のための住宅購入や増改築費用、引っ越し費用などへの助成制

度が広がっているそうです。  

 そこで、本町における近居支援の支援策についてお聞かせください。  

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 近居につきましては、過去は三世代、二世代も同居が当

たり前であったものが、現在はもう単身、１軒１世帯ということが進んでい

るということで認識しております。こういった情勢の中、他の自治体におい

てはリフォーム補助、そういったものについて補助金の交付を始めたという

ことは聞いておりますし、介護の問題や子育ての問題も含めまして、近居に

つきまして、今後検討していく必要があると認識はしております。  

○丸山議長 １番 岡田議員。  

○岡田議員 回答ありがとうございます。人口減少対策の１つに、建部議員と

かもおっしゃっていましたが、若者の流出を抑制するのも１つの方策だと思

います。各自治体が取り組んでいる近居に対する施策を参考に、本町でも取

り入れられそうな施策で、費用対効果が見込めるのであれば、ぜひ企画して

みてはと提言して、これで、ちょっと一般質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。  

○丸山議長 岡田議員の一般質問が終わりました。  

 次に、１１番 西澤議員の一般質問を許します。  

 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 早速質問に入らせていただきます。質問通告書を提出しておりま

す。その内容でも、野瀬町長がスタートしてから１０カ月経過をしています。

その中で、野瀬町長の最大の公約は、野瀬カラーを出して、そして、行政の

信頼を回復していく。その信頼の回復の大もとは、住民の声をよく聞き、そ

して、暮らしよいまちづくり、暮らしよい甲良町をつくっていくということ

が何よりもの大事なところでありますし、そのことを町長が先頭になりなが

ら、各職員幹部、幹部職員が心を一致して進めていくところだというように

思っています。  

 そこで、４日に台風２１号が通過しました。予想以上に甚大な被害が起き

ています。過去に経験しないような強風だったというのが、通過をした後、

痛感をしているところでありますし、町の皆さんも、そういうところは認識

をされているんだというように思います。  

 そこで、今回、猛暑対策の１番目なんですが、気象庁がこの今年の猛暑、

７月初旬から８月にかけて、猛烈な猛暑が続きました。この甲良町、彦根管

区の近辺でも、３６度、３７度に近づくという状況がありましたし、京都に

おいては３９度、こういう記録がされ、また岐阜県の多治見などでは４１度
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というように、本当に記録的な猛暑が経験をすることになりました。それで、

政府の方が、よくニュースの中でも、またアナウンスのニュースの中でも、

ためらうことなくエアコン使用をと、しきりに報道がされていましたし、ま

た実際に気象庁の方々もためらわずに、ないしはいち早くエアコンをこまめ

に使うと、適切に使うと、こういう表現でされていました。ある事例ですけ

ども、熱中症で救出に向かった方で、高齢者の方でありましたが、エアコン

が設置しているにもかかわらず、稼働がしておらず、熱中症で倒れて、その

まま命尽きるという悲劇もありましたし、犬上分署の緊急車両の発車は、１

日に３回、４回、この間、非常に多く発車して、中身は交通事故やら、いろ

んな点があると思いますけども、そういう状況が生まれています。  

 そこで、ためらう中身ですね。実態はそれぞれありますけども、どういう

ようにこの報道、コメント、ニュースなどを聞いておられるか、認識をお尋

ねします。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 熱中症は、水分補給と暑さを避けるということを基本に、

予防ができていくものと考えております。その熱中症ですけども、やはり暑

さになれていなかったり、大量に汗をかいたりということで、室内でも起こ

るということが、今年の夏は起こっていると思います。政府の方でも、冷房

の使用を呼びかけているところですけども、高齢者の中には、体の冷え過ぎ

ということをちょっとちゅうちょされる原因の１つと、あと電気料金の負担

を心配されて、あまり冷房を使われないということがあるかと考えます。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 そこで、町の施策として、常々、私も発言をさせていただいてい

ますけども、小さな予算であっても、町が施策として展開をする、こういう

点では、メッセージが伝わるわけですね。例で、暖房費のことを全協でも申

し上げましたが、熱中症を予防するためにも、またためらわずに、その経済

的なことを考え、心配せずにしてもらうということからみても、夏期の、つ

まり夏場の熱中症対策のためのエアコンの設置は、大変大きな金額です。だ

けども、その電気料金、ないしは避暑という形の補助金が必要だというよう

に思いますが、その検討をどういうようにされたでしょうか。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 現在のところ、検討はしておりません。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 猛暑のピークは過ぎましたので、来年度というようになってくる

かと思いますが、今年の教訓を活かして、ぜひとも早目の検討が必要かとい

うように思います。  
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 そこで、続いて、冬場を迎えます。冬場も、暖房費の補助、以前山崎町長

の時代に５，０００円だったですかね。６５歳だけの世帯、それから非課税

の世帯などの対象で、暖房費の補助をされました。これも、金額でいえば、

予算上の金額でいえば、わずかな金額でできます。その検討をぜひ進めてい

ただきたいと。９月議会の補正予算の中には、それが上がっていません。１

２月の議会はもう既に、１２月に入っていますけども、その方向が専決処分

などでも先行をして、町民にメッセージを送る。つまり町民の方々の暮らし

に寄り添う、こういうメッセージを野瀬町政が届けるというのが大事だと思

いますので、その辺はどういうようにお考えでしょうか。担当課と併せて、

町長にもお聞きいたします。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 現在のところ、考えておりません。  

○丸山議長 町長。  

○野瀬町長 対象世帯、それから、個人施策であるということ、そして、継続

的な事業になるのか、単年度で終わらせるのかという中身の問題も含めて、

長期的な制度の設計、検討をしなければならないと思っておりますが、今の

ところ、この制度を導入しようということは考えておりません。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 今現在、考えていないということですが、予算上、生活保護世帯、

それから住民税の均等割課税以下の世帯、それから６５歳以上の方のひとり

住まいの方、これ、それぞれざっとどのぐらいの数値で甲良町におられるか、

わかりますか。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 ６５歳以上の方で、非課税世帯の方は個人の数で７５７

人になります。  

○西澤議員 もう一つ、生活保護。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 はっきりは覚えていませんが、高齢者の方の生活保護世

帯は６０世帯ぐらいかなと思います。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 高齢者に限定していないんですよね。生活保護の世帯は何世帯か

ということで聞いているんです。それで、それぞれ６５歳以上の方、つまり

住民課税が、住民の均等割課税以下と６５歳以下をリンクさせることなく、

それぞれが幾らかというように聞いていますので、もう一遍お答え、お願い

します。  

○丸山議長 保健福祉課長。  
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○米田保健福祉課長 生活保護世帯の数は、はっきり今、お答えできません。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 ６５歳以上の方ですね。住民税非課税、関係なく。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 ２，２００人です、約。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 わかりました。この範囲でどういう対象で設定をされるかという

のは検討課題でありますけども、それぞれ１万円、ないしは５，０００円と。

ないしは予算上考えても、３，０００円しか出せない。幅広くというように

なりますと、そういうようになりますが、そこは検討課題だと思いますので、

ぜひよろしくお願いいたします。  

 ２つ目に、防災訓練の充実、定着をというテーマで質問させていただきま

す。  

 １つは、災害弱者と言われる方々、高齢者、それから障害者、要支援者で

すね。この方の避難計画と、その体制、サポート役ですね。サポート体制を、

災害が起こる以前から定着をさせる必要があるというように思いますが、ど

のような取り組みをされているか、お聞かせください。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 まず、甲良町の防災計画の２１７ページに、そのような項目

がありまして、内容的には的確な情報伝達とか、避難準備情報の活用および

早期避難の準備、実施とか、幾つか書かれています。実際は、実際の動きと

しましては、まず今、登録制ですが、災害弱者の方が申し出て、登録をして

もらって、台帳として整備をしています。その台帳を、区長さんに渡して、

区として対応するというふうにはなっておりまして、台帳の登録を呼びかけ

るのは常時行っていますが、実際、中身を見ますと、字によっては具体的に

誰がどう避難する、まず第一次避難所にというとこもありますし、もう全然

計画自体できていない字もありますので、今回の訓練からは、訓練前の説明

のときに、まずそういう整備をしてくださいというようなことをお願いして、

まず在所の一時避難所、広域避難所、それから保健センターというふうな計

画はしております。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 今の説明ですと、字に計画をしてもらう。その字によっては、計

画をしているとこ、体制を整えているところ、また計画や体制が整っていな

いところがあるというように言われましたが、町が実際に深く関与して、つ

くらせる。そして、つくっただけでは稼働しませんので、今度９日に防災訓

練がありますが、その中でも試していくと。それで、住民の方の身にならん
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と、いざのときはパニックが起こるわけですから、十分訓練をしても、実際

に起こったときは役立たないというのがよくあります。だけども、訓練して

いなくて、スポーツと一緒ですけども、練習してなくて、本番で勝てないと

よう言われますが、それと同じだというように思いますので、町の関与でつ

くらせるというのは、どうでしょうか。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 そのつくり方についても、所管の保健福祉課の方から区の方

に７月２日の説明会のときにも説明をしておりますので、そういう指導は行

政としてやっていくべきですし、やりかけてはおります。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 それで、とりわけ、日常生活、身体介助が必要な方の避難ですね。

これは実際にいろいろ起こっていることですが、いわゆる排便の催されたと

きに、介助の方が近くにいないとなりますと、そういうことがサポートでき

る方が近くにいる、そういう方を配置するということがとても大事になって

くるわけですけども、そういう体制を整えていかねばならないわけですし、

その整えた上でも、いざとなれば、活用できないときも出てくる。だから、

リバックしながら検証をしていかなあかんわけですけども、そういう体制が

いるという点ではどうなのか。これが１つ。  

 それから、そのためには具体的な人員の配置と設備、物資の配置が必要だ

と思いますが、その点の計画はどうでしょうか。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 防災の対応につきましては、まず甲良町としては、防災会議

自体が２月に初めてさせてもらいましたところであります。その後、いろい

ろ調べてみますと、今までは、防災関係者だけでそういう計画をつくってお

りましたが、例えばそういう委員に女性を入れたりして、実際の避難所のあ

り方は、女性の目線でどうかというようなことも、国の方が方針を出してお

ります。今、議員がおっしゃられたとおり、避難の体制をとらなければなら

ないというようなことでしたら、当然そういう人の意見も十分お聞きしまし

て、防災会議なりで検討していただいて、施策なり、計画に反映していくべ

きやと思いますし、徐々にではありますが、そういう方向で論じていきたい

なというふうに思います。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 ぜひ整えていただきたいと思います。訓練の繰り返しによって、

検証、それから修正、定着を図っていくという作業をしていくわけですけど

も、その点から見ると、２９年度の防災訓練の反省点は、全協でいただきま

した。それ以前に、５人の議員が申し入れをした中に、資料として添付をさ
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れていましたので、読ませていただきましたが、２９年度以外も、こういう

総括文書、簡易なもんですけども、こういうことをまとめておられるんでし

ょうか。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 ちょっと私、書面としては確認していません。ただ前課長の

ときにも、この避難所のことから、やっぱり行政としては避難所と情報伝達

やということをやりかけてくれましたので、そのときに、反省事項。反省事

項は、各課でまとめたり、総務課にということで、提出をした記憶がありま

すので、あるとは思います。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 あると思いますが、確認ができなかったら、後ほど言ってもらっ

たらいいんですが、過去の防災訓練、いろいろなパターンで取り組まれまし

た。それで、蓄積している教訓が何なのかというのを検証していく必要があ

るんですが、２９年度の防災訓練の反省点を見る限り、ばらっといろいろ反

省点は書かれていますが、今後、次の課題としては、こういうことを強化し

ていく、こういうことを留意していくという記述はないんですよね。残念な

がら。だから、過去の教訓を一回一回の繰り返しをまとめて、数年の単位で

何が必要なのかと。つまり２１号台風も予想をはるかに超えてなりました。

滋賀県は比較的災害の少ないところやと言われていますので、私たちも含め

てぼけてしまうわけですよね。そうなると、やっぱり訓練によって、実際に

起こってきたときの想像をしながら、１つずつまとめていく。それで、その

経験したことを集団の力でまとめる。その点では、行政の力というのは非常

に大きいというように思いますので、ぜひ検証と教訓を導いていただきたい

というように思いますので、よろしくお願いします。その点、よろしい。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 ご指摘をいただきまして、去年の反省ということで、早期に

対応できるものということで、その中から、今年幾つか訓練には入れさせて

もらっております。ただ、今、議員が言われたときにも、反省のときにも次

をどうするかというのも明記して、こうやというようなことですので、そう

いうふうな感じで整理をさせていこうかなと思っています。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 訓練の形態がそれぞれ違うと言いましたが、町全体が字、それか

ら議員が参加をして傍聴というか、参加をして、視察をしている時期もあり

ました。そのことがなくなって、それぞれの字で議員も交じってやってくだ

さいというときもありました。ですから、そういう点では、形態がいろいろ

変わっていますけども、２９年以外も、こういう取り組みについてのまとめ
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文、ないしは反省文というのはあるというように理解していいんですか。そ

れとも調べんとわからんということですか。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 報告した記憶、ほかの課のときに報告した記憶がありますの

で、あると思います。一遍担当の方に確認します。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 ぜひお願いします。それで、ある団体のチラシなどでも出ていま

すが、昨年の防災訓練の問題、私も直接尼子の区長さんから訴えを聞かせて

いただきました。その点で状況を聞きますと、やはり対応が不十分だったわ

けですし、障害者の方々、車椅子で来られた方、けやきの方々に大変ご迷惑

をかけた、ないしはご迷惑をかけた程度ではなくて、そういう冷遇をしてし

まったという実際に起きたことです。そのことをどう評価して、どう教訓と

してしていくのかというのが大事なところで、私は個別の職員の対応が、あ

げつらうつもりは一切ありません。そのことを町として受けとめて、次の課

題にどう立ち向かうのかというのが、非常に大事なところですので、この点、

どういうように考えておられるのか。一定の文書が出されていますけども、

改めてお尋ねしておきます。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 昨年の訓練については、ご迷惑をおかけしましたということ

であります。それは、深く町としても反省をしております。そのことを活か

して、要配慮者の、やっぱり訓練の充実が甲良町にとっても必要やなという

ことも再確認もさせてもらっていますので、防災訓練なり、実際の台風のと

きなり、そういう視点で防災関係のことを充実させていきたいなというふう

には考えております。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 西川議員も言われましたが、災害が起これば、マニュアル以外の

ことが起こるというのが災害だというように言われましたが、名言だという

ように思っています。そのときに、現場でどういうように自主的に、また町

民の方々、避難者ですね。の命と健康を守るのかという大視点に立って行動

すると。つまりマニュアルにないけども、そういうことを判断していくこと

が大事になってきます。また迫られます。全部を全部を町長に尋ねなければ

事が進まないでは、これ、困るわけですよね。それぞれの広域避難所を入れ

ますと、６カ所ですか。なりますし、それから、各字の一時避難所で、こう

いう事態が、想定しない事態が起こったときに、どういう判断をするのかと

いう点でも、これは大事なところですから、マニュアルに従いながらも、マ

ニュアル以外のことが起こったときには、何を基準にして判断するのか。き
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のう、全協の中でもありました。６日のときにあったんですかな。ありまし

た。その点でも、そういう中で、対応がまずかった職員については、きちん

と教育をする。そして、その対応がまずかった背景を指導部としてはどうな

のかというやつを、きちんと見ていただきたい。そして、その中には、職務

の基準から外れて対応した場合、これは処分や注意勧告の対象になるとは思

いますけども、その以前に、やはり町の体制、避難をするとき、災害に対す

る対応がどうだったのかという教訓を検証していくために、リアルな現場の

状況をぜひつかんでいただきたいと思います。とりわけ、町長の姿勢が大事

だと思いますので、その辺、どういうように心得ておられるか、野瀬町長に

お尋ねします。  

○丸山議長 町長。  

○野瀬町長 訓練の流れにつきましては、私も強く思っているところでありま

すが、昨年から避難訓練ということでありますし、今年は一歩進めて、町民

全避難という呼びかけをして、町民の命を守っていくというのが、訓練の重

点になるべきだというふうに思っています。各訓練を通じて、去年はそうい

う反省事項がありますので、公務員として丁寧にしっかり想定外のことも起

こりますので、臨機応変、私が最高司令をしますけど、チーム力で臨まなけ

ればならないというふうに思っています。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 ぜひそのとき、先ほど言いましたマニュアルにないことを、いろ

んな緊急事態が起こったときには、その町民の利益を守る、命と財産を守る

立場で、各職員、接した職員、つまり役職でない職員も、その対応に迫ると

きがあるわけですよね。そういうところで対応してほしいということをぜひ

訓示として明らかに、あらかじめ出しておいていただきたいと思うんですが、

いかがですか。  

○丸山議長 町長。  

○野瀬町長 きのうの、今年の防災訓練の打ち合わせ内容も書いておりますが、

今申し上げましたところから、最初から私は町民の避難というのを最重点と

いうことは、たびたび申し上げているところでありまして、臨機応変という

ことも申し上げております。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 臨機応変の基準はここだというやつを、明らかにしていただきた

いなというように思うんですね。北海道地震が震度７、熊本地震に続いて震

度７が起こりました。南海トラフの危険状態も迫っているというのが、それ

ぞれ専門家が言われる状況ですし、私たちも遠い話ではなくなってきたなと

いうのを実感します。そういう点でも、そのことをぜひ危機感をもって進め
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てもらいたいなと思います。  

 続きまして、甲良町社会福祉協議会のデイサービスからの撤退について、

お尋ねをいたします。幾つかお尋ねをします。当事業の町政での位置づけは

どういうものか。どういうように位置づけているのかということで説明をお

願いします。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 甲良町の介護保険制度が開始される以前から、町の委託

事業として甲良町社会福祉協議会にデイサービス事業を実施していただいて

います。平成１２年の介護保険制度の導入で、通所介護事業所として位置づ

け、平成１８年の指定管理制度の導入からは、指定管理者として事業展開を

していただいております。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 今言われましたように、介護保険事業が始まる前からというよう

に始めていること自体は、社会福祉協議会がもっている性格とも非常に大き

く関連しているというように思います。中央社会福祉協議会のホームページ

を調べましたら、こういう記述があるんですね。社会福祉協議会は民間の社

会福祉事業を推進することを目的とした営利を目的としない民間組織です。

昭和２６年に制定された社会福祉事業法に基づき設置されています。こうい

うように各市町村で実施をしている。それから、その中に、過去の歴史を引

き継いでいる記述があります。社会福祉協議会とは、行政機関、行政関与に

よって戦前から戦中に設立した民間慈善団体の中央組織、連合会、中央慈善

協会、恩賜財団同胞援護会、全日本民生委員同盟、日本社会事業協会などが

その起源として、現在組織されているという説明がされています。こういう

点から見たら、行政の中で、社会福祉事業の専門分野を担う、あくまで一分

野になると思いますけども、そういう点での大きな位置づけがされていると

いうように思います。ですから、その点では、民間のデイサービス事業から

撤退して、そうですかとはいかない問題だというのが私の認識で、中心にな

るというように思います。  

 そこで、そういう位置づけが、行政とのかかわりが非常に大きい位置づけ

だという点では、認識があるはずだと思いますが、いかがですか。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 行政と社会福祉協議会というのは、並行して福祉活動に

ついて考えていく１つの事業所であるということは考えております。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 それで、２つ目に設定をしています社協および町が撤退をそれぞ

れ決断した文書があります。その理由、要因は何なのか。継続困難となった
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ものは何かという点で、文書を見ても明確にはなかなか理解しづらいところ

でありますし、現場の職員の方々に５月末ぐらいから個別にそれぞれ簡単な

ヒアリングをさせていただきましたが、ぜひ継続をしてほしいという声が多

いですし、設備としても、老朽化を重ねるものの、全く継続できないという

状況はないというのが、職員の方々、つまり現場の声なんですね。そこはど

うなんでしょうか。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 社会福祉協議会の方からは、職員の人材の確保ができな

くなったということで、デイサービス事業からの撤退ということを３月の理

事会の方で決定されました。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 職員が集まらないのは、去年の９月、私たち議会の方に知らされ

まして、突然撤退の方向が出されて、職員には全く知らされないまま、撤退

だけが報告されて、つまり船が沈むのにいてられへんというので、職員がど

んどんやめていったというのが実態ではないかというように思うんですね。

その点では、理事者の側と、それから現場の側とのずれが生じているという

ように思います。そうすると、事業収支は黒字だということで報告がありま

したが、間違いありませんか。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 間違いありません。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 職員が集まらない話がありましたが、３月で廃止とした事業所に

将来性がないというのは、目に見えています。そういう点では、集まるはず

がないし、全体として、介護事業、介護保険のヘルパーなどに就職される方

がどんどん減っている現状ですから、そういう中でも、廃止を将来、既に決

めているところに職員が集まるはずがないというように思いますし、この町

と交わした契約書、指定管理の契約書でも、わずか１年ですよね。１年後に

は廃止がはっきりしているわけですから、職員募集に理事者の側が本気であ

たっていないというのが現状ではないでしょうか。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 職員の確保については、去年ではなく、もっと前から確

保するようにということは、町の方からは指導はしておりました。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 にもかかわらず、やはりやめていく職員が多いんですよね。そう

いう点でも、なかなか離職率の多いところというので、ハローワークが注意

喚起をされているというように聞いています。つまり、ブラック企業と同じ
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ように、何らかの問題で職員が継続できないという状況を、ハローワーク自

体も掌握している実態だという点で、注意を見ておく必要があると思います。  

 それで、町との関係が非常に濃い団体ですので、町は継続の特別の責務が

あるというように考えますが、撤退のもととなった素因を克服すべく、努力

が必要だというように、つくづく私、現場の方々の声を聞きながら思うんで

すが、それはどうなんでしょうか。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 今回の撤退の原因となった職員、人材の確保ができない

ということですけども、町の方からも、何回か確保にもっと本腰を入れてや

っていただきたいという申し入れはしておりました。ですが、正規職員どこ

ろか、臨時の職員さんもやめていくという状態の中で、事業の継続はできな

いというような状況でございました。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 以前、去年の９月議会で、正規職員はわずか３人。現在はもう所

長さん以外は全部正職員ではないわけですよね。その点でも、理事者側の、

いわゆる社協の理事者側の正職員を増やさないという方針がネックにかかっ

ているんだというように思いますが、それはどうなんでしょうか。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 理事会の中では、特にそれに対しての動きというのはな

かったようでございます。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 そこで、後でも触れていきますが、社協の理事会、評議会ではど

んな議論が交わされていたか、掌握はされていますでしょうか。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 今年度に入って、私は評議委員会の方に入っております

ので、６月の評議委員会の中で、２９年度の社会福祉協議会の事業説明と、

その事業説明のところで３０年度で廃止をしますという報告を受けました。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 ６月はもう既に撤退を、職員の中で決めて、今年の１月の正月の

ときには、利用者には撤退しますというのを、正月の挨拶で種村会長が挨拶

をしているようです。そういう点からいうと、決まった後の報告ですから、

決まるというところでの理事会、評議委員会の論議を聞いているんですが、

それはどういうような論議があったんでしょうか。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 記憶の中では６月の報告だけです。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  
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○西澤議員 それが正しいというように思います。ですから、公にこの１年間

の指定管理の契約を交わす以前に、もう３０年度は１年間だけというように

話し合っている場は、もう理事者や評議委員にはほとんど相談、協議はされ

ないまま、こういうように決まっていっているんだというように思いますが、

そこである職員が早々と撤退を決め込んで、その段取りで動いているという

のが実態ではないかと思うんですね。ファクス、コピー機が５月、６月ごろ、

デイサービスセンター、デイサービスの事務所から引き上げられました。顧

客名簿の入ったパソコンも引き上げられています。送迎車も２台ですね。３

台あったのが２台引き上げられています。この事実は掌握をされていました

か。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 議員からのご指摘により、確認はしました。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 そうなりますと、契約書では、月々報告を求めねばならないとな

っているんですよね。契約書の１３条、報告義務の聴取等。あとずっと発注

者と指定管理を受ける受注者との契約が交わされていますが、それにもなか

なか守られていなくて、状況が悪化をしてきたというのが実態だと思います。  

 それで、そういう状況は３月まで、指定管理の中身からいえば、３月まで

の営業なんですが、３月までの営業以前に廃業になってしまう、こういうこ

ともうわさで出ています。利用者の心配かもしれませんが、そういう中身で、

動いているわけですけども、３月までの営業という、指定管理に基づく契約

に反してくるわけですから、ここは強く指導をしていかねばならないのでは

ないか。つまり事務所として独立をして、仕事をしようと思えば、顧客名簿、

パソコン、コピーは本当に不便で仕方ないと言われています。こういうもの

まで取り上げて不便にして、営業を続けることができないような状況に追い

込んでいるというのが彼のやり方、一職員ですけども、そういうことをやっ

ているのが実態でありますので、そこは掌握をされているでしょうか。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 契約上、３月３１日まで実施をしていただくということ

は、町として強く申し入れはしております。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 ぜひその方向が行けるように、もともと５年契約が普通の指定管

理ですけども、異常な状態の１年契約ですから、それも守らずに、横暴なこ

とが続いているということで、西澤が言っていたというのを、指導の中にも

ぜひ入れていただきたいと思います。  

 次、第三者委員会についてお尋ねをします。この第三者委員会は、全協で
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もありました。もともと行政内部の不祥事を検証する体制として、各地でや

られています。団体の中にもあります。行政そのものに信頼がおけないとか、

あるいは能力がないと判断されたために、第三者による検証がされたのでは

ないかというように思いますし、またこれは複雑なために、専門家に依頼を

するということから始まっているというように思います。そこで、７月の臨

時議会で示された調査対象の６項目、これは、野瀬町長の指導のもとで、職

員間の率直な反省、総括の中で検証して、そして、職員間の中の身になるも

のというように検証していく必要がありますし、第三者に委ねるという内容

ではないというように、私は思っていますが、担当課、そして町長の、もと

もとは町長が発しですから、町長に答弁をいただきたいというように思って

います。  

○丸山議長 企画監理課長から。  

○村岸企画監理課長 職員の内問題ということで、議会においても過去ずっと

議論されてきた状態でございます。こういった中、町政の進展を図るために、

この問題解決をどうしても進めなくてはならないということで、町長より就

任後、調査の依頼がありました。そういった関係で、第三者委員会は、町長

はもとより、議会、行政、そういったものに影響を受けない中立的に公平に

審査をしていただいて、そういった問題解決を図りたいということで、第三

者委員会にお願いしていっているものでございます。  

 以上お願いいたします。  

○丸山議長 続いて、町長、お願いします。  

○野瀬町長 企画監理課長が申したとおりであります。いわば、昨日の第三者

委員会の議論でも、おおよそ問題点の中身、指摘は議員の方がよくご存じで

あったという印象を受けました。この問題、第三者委員会をして解決しなけ

れば、次の段階に移れないという認識をしております。  

 以上です。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 その目的の中に、内部問題、いわゆる人間関係のもつれが書かれ

ています。これはどういう意味か説明願いたいんです。そのことが、調査の

発端となっているようですが、公務員としての職務、職責、町政の中心課題

で、心を１つに合わせていない結果、職員間でぎくしゃくする、こういうぎ

くしゃくすること自体、それぞれ人間関係は馬が合う、合わん、あります。

それを調査対象になぜしなければならないのかという点でも、その一致をし

て、取り組んでいくという現状を問題視をしているわけかどうかを、お尋ね

します。  

○丸山議長 町長。  
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○野瀬町長 文書に出ております人間関係という問題は、副次的な要素であり

まして、問題は６項目に整理しているとおり、職務推進上の問題であるとい

うことでございます。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 以前、古くから職員の中には派閥があり、そこには外部の利権が

絡み、一部の職員がその下請けとして使われるという事態がありました。実

際には官製談合事件の中でもありましたし、そういう流れが職員間で根底か

ら、いわゆる心の底から一致をして、物事を進めていくという現状が存在し

ているということなのかどうか、その辺は町長の認識ございますか。  

○丸山議長 町長。  

○野瀬町長 あくまで職務推進上、どうであったかという調査をしていたもの

であります。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 そこで、次の問題の性格から、会議の非公開はふさわしくないと

考えます。つまり公開すると圧力がかかるとか言われますが、見識のある３

人の委員さんです。どういう形のいろんな情報が入ろうが、見識ある見解、

見識ある信頼性のある検証結果が出てくるものという期待をされて、委嘱を

されています。公開でなくても、私たち既に、３人の委員の方々にこういう

状況で甲良町の現状があるというのを、お手紙を送らせていただきました。

それも含めて、委員の方々が論議をして、検証結果を導き出すということで

すが、その点どうなんでしょうか。  

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 議員の質問にお答えします。第三者委員会、委員長の方

からでもございますけれども、基本的に影響を受けず、そういったことを自

由に議論するために設置されているものでございますので、また個人情報を

含んだ形で議論がなされます。職員の服務ということで。そういった関係上、

非公開が妥当であろうということで、非公開にさせていただいている所存で

ございます。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 職員は公務員です。一般町民ではありません。どういう発言をす

るのかというのは全部、本来はオープンにして、政策遂行過程、政策過程の

段階で、過程の段階でも公開するようにというのが、公開文書の中でも、政

府さえもそういう方向に流れています。そういう点からいうと、秘密だから

安心して話し合いができる、そして公平な結論が出てくるとは限らないとい

うのを見ていただきたいと思うんです。  

 それで、行政からの報告だけで終わることなく、それぞれ進行状況の途中
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経過でも全協に報告をして、そしてそれぞれ意見を聞くというやり方を進め

ていただきたいんですが、それはどうでしょうか。  

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 この公金着服後発生した税務課を中心とした流れで、そ

ういった職員の問題が発生しているという形で現在、議会の方からでも協議

されてきたところでございます。そういうことは、全項目に関連性があると

いうことで、委員会がどの機関からも影響を受けずに、調査と議論が行える

という体制のもとに行うために、全てを一個一個ではなく、全部が終わった

後に報告をさせていただきたいと思って、報告はさせていただきたいと思い

ます。  

 また、この報告後、服務について適正でない場合、そういったものについ

ても検討は今後行われていくというような形のものの提言までいただく思い

で、第三者委員会を発足しておりますので、こういった関係上で一個一個の

報告というのは差し控えていきたいと思います。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 途中経過で、どういう情報が行政から３人に提供されているのか

というのがわからなければ、公平さは保てないというのが現実です。つまり、

どういう情報が提供されているのか。公表されて、そして、その中には、全

く反する問題や対立する職員の意見や、それから議会でも論議をされて、こ

ういうことが現実、事実としてあったんやないか、それが伝わっていいひん

やないかというのがわからないわけですから、そういう点では、途中経過は

絶対必要だというように思いますが、いかがですか。  

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 資料提供等、その他につきまして、議員が今、いただい

たご意見を第三者委員会の方で判断をしていただくということになりますの

で、そういった資料につきましても、議会の答弁と全員協議会、総務民生常

任委員会、そのあたりで議論されたことにつきましては、全部資料の方につ

いては、委員さんの方にはあるということで、出させていただくようにお伝

えはしております。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 それで、４番目に書いておりますが、６項目ですね。この内容は、

表面上は町民が関心をもって、解決しなければならないという点で答えるも

のだというように思います。  

 そこで、その検証の後の実施の問題が出てくるわけで、町長はじめとして、

問題意識を説明しながら、その解決にあたるという点では、大事なところで

あります。ですから、６項目以外でも検証が必要なところが出てくる場合は
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どういうようにするのか、見解をお尋ねします。  

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 今現在、この６項目だけを町長から委任をされておりま

すので、町長の方につきましても、第三者委員会の方には入れないという状

態で、委員会の方から出ていただいている状態でございますので、この６項

目以外については、現在のところ委員会の方では検討はできないという状態

になっております。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 ぜひ訴えに基づいて追加ができるように、町長にも検討していた

だきたい。つまり、野瀬町長に就任をしてから感じた問題、認知した問題が

ありますので、そのことも前町政との関連がある。その関連がない場合もあ

りますので、それは提起を、第三者委員会に提起をするということも視野に

入れて、進めていただきたい。それはどうでしょうか。  

○丸山議長 町長。  

○野瀬町長 きのうからの議論の認識は、集約すると６項目ということでござ

いますので、今回は６項目を第三者委員会にお願いをすると。私、就任後の

課題、問題については、個別にご指摘をいただきたいというふうに思います。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 それで、いろいろ論議をされているわけですけども、調査事項の

性格上、不正問題の解明が比重を占めていきます。その状態で、強制力のな

い第三者委員会の聞き取りに対して、自己の不正関与や不始末などを隠さず

に話すことが、担保ができるかという疑問が生じてきますが、それはどうい

うふうにお考えですか。  

○丸山議長 企画監理課長。  

○村岸企画監理課長 公平をもってあたらさせていただきます。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 今現在、いろいろ公平でない状況が、情報として届けられていま

すので、その点心配しているわけです。私たち３人の委員さんに届けたのも、

その内容を届けさせていただきました。  

 そこで、時間がありませんので、税の回復と滞納問題の解決のためにとい

うことです。１つは公金横領事件以来、行政の信頼が地に落ちた感がござい

ます。税に対する信頼回復と滞納問題の解決のために、町行政が率先して取

り組まねばならない問題をどう認識しているのか、これをお尋ねします。  

○丸山議長 税務課長。  

○福原税務課長 税に対する信頼回復と、また率先して取り組まなければなら

ない問題につきましては、やはり横領問題に対するシステム等の整理を早急
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にすることだと考えております。また、滞納問題につきましては、湖東分室

と連携し、効果的な徴収事務を行うことだと考えております。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 そういう中で、全協で、新たに確認された問題として、２７年度

以前の未納額が５，０００万円と。この解決がまだつかないという報告があ

りましたが、真の未納と、小島に着服されたための未納、この区別がまだつ

かないということなんでしょうか。  

○丸山議長 税務課長。  

○福原税務課長 きのうの全協でもお伝えさせていただきましたが、その約５，

０００万につきましても、今システムの整理と同様に作業をし、１２月の全

協の方で報告したいなとは考えております。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 既に発覚をしてから、来年の１月で２年になります。そういう中

で、ぜひこの問題が解決できることを願っているものです。  

 それで２つ目、町職員および特別職、議員で税のほか、公租公課の滞納者

が存在するのか否か。６月議会で西川議員の一般質問に、会計責任者が個人

が特定されるおそれがあるので、明らかにできない、回答を控えると答弁し

ました。町長はその答弁を追認、そのとおりですとしましたが、この対応が

とてもでたらめ、不合理だと考えますが、それでいいんですか。  

○丸山議長 会計管理者。  

○宮川会計管理者 まず、６月の発言につきましては、会計管理者といたしま

しては回答は同様のことでありますし、また地方公務員法の方でも、秘密を

守る義務というものが、第３４条にございますので、この件につきましては、

６月同様に差し控えた方がいいと考えております。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 あるなしも答えられないということですか。  

○丸山議長 会計管理者。  

○宮川会計管理者 そういうことになります。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 町長、なぜこういうことで、あるなしも回答できない。  

○丸山議長 町長。  

○野瀬町長 今、会計管理者が申し上げましたとおり、根拠がありまして、地

方公務員法第３４条第１項の秘密ということでございます。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 前回の６月議会では、個人が特定されるおそれがあるのでという

のが頭についているんですよね。そうなりますと、公表することによって、
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誰かというのがわかっちゃうというようになりますが、それでいいんですか。  

○丸山議長 会計管理者。  

○宮川会計管理者 今の特定をするおそれがあるというものは、この公表した

ことで、その点も含めてわかってくるような小さい甲良町ではありますが、

私がまず最初に言いましたように、国からの通知も出ているんですが、この

ような滞納者等の一覧につきましては、地方公務員法の第３４条第１項の秘

密に該当するものであるので、開示すべきではないというような通知も出て

おりますので、それについて今現在回答しているものでございます。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 税金を所得としている者に、滞納はありません。だから、皆さん、

きちんと払ってくださいというように言えないということなんですか。角度

を変えて聞きますと。  

○丸山議長 会計管理者。  

○宮川会計管理者 今の件で言いますと、町職員、議員さんにつきまして、滞

納がある、なしということについては、角度を変えていただきましても、こ

ちらの方から公表するものではないと考えます。  

○丸山議長 １１番 西澤議員。  

○西澤議員 これは滞納を深刻に抱える甲良町ですので、大きな問題だと思い

ますので、クリアをしていただきたいと思っています。  

 次に進みまして、ごみの不法投棄の問題なんです。町内の現状と、それか

ら課題改善策、どのように決定していくのかというのをお尋ねします。  

○丸山議長 住民課長。  

○小林住民課長 まず、役場に現時点で不法投棄の報告件数の方は８件でござ

います。町有地につきましては、警察に連絡し、身元がわかるものがないか

確認し、わかれば警察対応という形でとらせていただいています。一級河川

につきましては、県管轄であるため、県湖東土木事務所と連携して、不法投

棄が頻発しております犬上川河川敷については、今年度入り口に柵の方を設

置していただきました。現在の課題といたしましては、不法投棄はなかなか

なくならないということと、それと廃棄物の処理および清掃に関する法律第

５条第１項によりまして、不法投棄された場合は、土地の所有者、管理者が

廃棄物を処理することとなるため、町としましては、廃棄物の処理に手間や

費用を要するということが課題でございます。解決策としましては、不法投

棄は法律で禁止されているということを住民の方に対しまして広報で根気よ

く繰り返し周知することと、町内の不法投棄の監視を業者委託しておりまし

て、さらに警察と連携して見回りの強化を図っているところでございます。  

○丸山議長 １１番 西澤議員、簡潔に質問をまとめてください。  
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○西澤議員 わかりました。大きな川だけと違うて、私が直接訴えられました

のは尼子川なんですね。道路にもまとまって、コンビニの包み、ないしは中

には、町のごみ袋がそのまま放ってあるというのが時々、たまにですけども

見かけられます。そういう点でも、きれいな町並みをつくっていこうという

住民の合意を、ぜひ進めていただきたいというように思います。  

 最後に、４日の台風２１号台風の、２１号台風の通過した夜のことです。

被害状況を一部ですが確認して巡回しているとき、道路に散在している壊れ

た倉庫の木材を片づけ、安全確保している職員３人のチームに出会いました。

このとき、地方公務員のありがたさ、心意気を強く感じたものであります。

昨今言われている職員間のトラブル、ないしはいろいろな不祥事等、町長の

もとで住みやすいまちをつくる、この先頭に職員が立つんだという点で、意

思一致をしていける、そういう中身。そして、私たち議員もそのサポート役、

ないしはいろんな提言役を建設的にまとめながら進めていくことを、微力で

ありますが表明させていただいて、質問を終わらせていただきます。ありが

とうございました。  

○丸山議長 １１番 西澤議員の一般質問が終わりました。  

 ここで、約１５分間、休憩します。  

（午後３時０６分 休憩） 

（午後３時２１分 再開） 

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 ４番 山田裕康です。議長の許可をいただきましたので、一

般質問を行いたいと思います。本当に、難しい質問ではありませんので、し

っかりとお答えいただきますようにしていただきたいと思います。議員の皆

さんにもこの前配られたと思うんですけど、経過書の方と、私がこのらくら

くの方の経過書とありますので、そちらの方との関連でちょっと質問させて

もらいますので、よろしくお願いします。  

 それでは、１の昨年の防災訓練での質問状に対する回答についてに入りま

す。①の経過の２９年９月８日の班での打ち合わせにおいて、甲良町グルー

プホームらくらくは、西小で避難訓練をされるが、体育館に入らないで帰る

という情報で共有とあるが、情報とはどこからの情報かお聞きします。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 担当者会議の打ち合わせのときのことやと思います。防災担

当者より、総務課の防災担当者からの情報であります。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 何でこんな情報になっているんでしょうかね。毎年している

のであれば、らくらくと尼子区に確認したら、今までどうやっていたかとい
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うのはあったんですけど、なぜ確認をしなかったのか、お聞きします。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 防災担当者と尼子の区長さんが打ち合わせして、尼子の訓練

計画を担当者がいただいて、その中で体育館の入り口までというふうに記載

がされていましたので、防災担当者は、そのことを担当者会議で説明をして

おります。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 そしたら、今の言葉でいうと、体育館には尼子区の人も入っ

てもらってないということで言われていたということ。どういうことやの、

ちょっと僕、わからんけど。いつも入っているという情報しか入ってへん。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 事前に打ち合わせを担当レベルでするときに、らくらくさん

は体育館の入り口までというふうに、尼子の訓練の計画書を、防災担当者は

いただいていますので、それをそこで説明をしています。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 尼子区の訓練の用紙を見てということでいいかな。ほんなら、

らくらくの方にはなぜ確認は、きちっとしてられなかったんですかね。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 それが今年の反省でありまして、今年は防災計画を、まず７

月２６日に通知をされまして、２０人ほどの避難をということで依頼をして、

８月３日、去年の。３日に区長会でこの訓練計画を説明しております。その

とき、総務課長も当然参加していますので、尼子の区長さんから質問したの

は、質問が出たのは、尼子から西小学校に避難する場合、町が２０人出して

くださいという話をしていますので、そのときにいったん尼子の公民館に来

てから行ってもらうのか、直接行ってもらってええのかというような質問が

出ましたので、そのことについて、私が答えているのを覚えていますが、ど

ちらでも結構ですと。ただ避難者については、誰かという連絡はしてくださ

いねというふうに、区長会の説明ではしております。その後、細部について

は、防災担当者と、細部を詰めて各担当、保健福祉課なり、教育委員会なり

ということで、担当レベルで細かい話をしております。そこで、その入り口

までという話が出ております。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 尼子区の方のマニュアルか何かわからないですけど、そちら

で帰ってもらうということでなっていたというんですけど、ほうでなると、

ちょっと矛盾してくるんですけど、やはりらくらくさんから行って、いつも

入っているということで聞いています。そこで聞いて、ちょっと車椅子はあ
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れやということで、入ろうと思ったら、杖をさせてくれと。杖もあかんとい

うことで、いうのを聞いています。ちょっとそのときに、準備をしてなかっ

たということなんですけど、ちょっとらくらくさんに聞きましたら、いつも

は全然準備はしてもらっていないと。ただ北側のベンチに座っているだけで、

椅子１つ出してもらってへんし、何の準備もやらないということを聞いてい

ます。そんなことがあって、やっぱりここら辺の話し合いがうまくいってな

かったというのが一番の問題やと思いますし、らくらくさんの方が、本人が

希望されたらするというのは、やはり町側の姿勢やと思いますので、ちょっ

とそこら辺が矛盾しているなという、この計画の経過書を見ていると、町の

方の経過書やとここら辺が抜けているなということがありますので、ちょっ

としっかりと把握してください。  

 次に、２の質問に入ります。２９年９月１１日、尼子区長さんが来庁され、

体育館に入れなかったのは町としてなのかと聞かれているが、どのように答

えていますか。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 経過説明書でもありますが、参事が対応いたしておりまして、

初めて聞いたということなので、事実を確認しますということで対応してお

ります。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 それで、９月１２日にらくらくに謝罪に伺うと言われている

んですけど、そこでの話し合いというのはどういう形ですかね。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 １１日に私と担当が出張から帰ってきて、参事からなり、副

町長の方から、尼子の区長さんが来られて、怒られているみたいな話が出ま

したので、直接一遍聞きに寄せてもらいますということで、次の日の朝に、

家の方に連絡をさせてもらったら、今日は民生委員の会議で保健福祉課の方

で会議をされていますという話があったので、保健福祉課に確認をして、昼

前なら終わるということでしたので、会議が終わるのを待っていました。尼

子の区長さんに話を聞きまして、早速来てくれたんかという話で、区長さん、

どういうことでしたかというたら、そうやって帰らされたんやと。それは町

長の指示なんかというふうに言われましたので、そういう事実自体、帰った

という事実自体、初めて聞きましたと。当然、町の指示ではありませんとい

うようにお答えをしまして、またらくらくさん、気が悪くされているようで

すので、また担当と謝罪の方に行きますということでしゃべらせてもらって、

早速帰って、昼から電話をさせてもらったという状況であります。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  
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○山田裕康議員 そういうふうに話されたということなんですけど、このらく

らくさんに聞きますと、訓練直後に、尼子の区長さんがらくらくに対応いた

しまして、休憩もとれなかったようで、しんどい思いをさせてごめんなと。

今、役場に文句を言うてきたわと。謝罪してくださったということなんです。

らくらくさんからすぐに対応してくれということで、お礼を伝えたというこ

とですし、やはり尼子の区長さんにおいても、やっぱり町が間違ったことを

していると感じているというのは、間違いないことですし、そのとき、サポ

ーターの方も、１０名ほどサポーターも行かれていますけど、そのサポータ

ーの方からも、防災訓練のときは気の毒やったねと声をかけてくださったと

いうことです。やっぱりサポーターの皆さんも対応は間違っていたのかとい

うことを感じているということを言われていました。  

 それで、３の質問に入りますけど、２９年９月１２日、尼子の区長が総務

課長と防災担当がらくらくに謝罪に伺うと言っていたんですけど、総務課長

はどうして行かなかったというのだけ聞きますわ。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 今ほど言いましたら、区長さんとしゃべって、担当に日程調

整の電話を入れてもらいました。日程調整が合うのが、たしか９月の末でし

た、３０日近く。ちょっとそこまでは町としても待っているのはぐあいが悪

いんかなと思いましたので、市原と、当然、らくらくというのは、町の方が

指定管理を出している施設であって、所管が保健福祉課になるので、町とし

ては保健福祉課と防災担当の方でということで面会の謝罪に行くよう、日程

調整をさせてもらいまして、その時期の方が早いので、町としてはそれでと

いうことで、謝罪に行っております。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 やはり、これは尼子区から一旦苦情があったということです

ので、重要な案件やとは思わなかったんでしょうかね。それと、担当者レベ

ルの対応でいいというふうに思ったんでしょうかね、総務課長。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 尼子区長さんの方からお聞きしたときに、帰らしたというこ

とですので、当然公務員として通常業務でもありますが、普通、親切に対応

するのがというような思いがありましたので、いうことで、直接ということ、

総務課長として謝りにというようなことで日程調整をさせてもらったんです

が、日程が合わなかったので、遅く行くよりは、町としては総務課も保健福

祉課も町長の配下ですので、代表して行ってもらったということであります。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 やっぱりらくらくの方としゃべらせてもらったので、やはり
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総務課長は一度も来てないということで、向こうも担当者レベルだけで話に

来るというのはちょっとおかしいんじゃないかということも言われていまし

たので、やはり総務課長が行って、担当者と行って話をするというのが一番

大事やったんじゃないかなというふうに、私も３０年働いていましたので、

上司が行くというのも大切なわけやからということを、ちょっと言わさせて

もらっておきますので、よろしくお願いします。  

 それで、９月１２日にらくらくさんと総務課が面談するため、日程調整す

る、不調と書かれていたんですけど、このとき、総務課の防災担当者がらく

らくさんに先日の防災訓練のことで話をさせていただきたいと電話をかけて

いますが、らくらくさんの方は、金曜の夜か、土曜の午前中なら対応ができ

ると答えて、担当者に答えています。そしたら、担当者の方から、金曜の夜

と土曜は、僕たち役場は休みですと返事されていますね。それで、らくらく

さんからは、そちらが話を聞かせてほしいと言われているのに、私たちが予

定を合わせるのですかと担当者に返されています。それやのに、やっぱり平

日にお願いしたいということを担当者が言いましたが、そのことは総務課長、

知っているんですか。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 今、議員から初めて聞きました。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 やっぱりそういうこともきちっと担当者も相談するというこ

ともなかったというのは、ちょっとミスですね、はっきり言いまして。やっ

ぱり金曜の夜か、向こうは来てる方を抱えているのに、手のすいている時間

を言うてるのに、平日は無理やったから言うてるのに、そういったことを課

長に相談なかったというのは、ミスやと思いますので、向こうもちょっとあ

れされていましたので、よろしくお願いしますね。  

 次に、４の質問に入りたいと思いますけど、９月１９日の際に、最終的に

らくらくも理解を示してくださったとあるが、どのように言われたのか、お

尋ねします。  

○丸山議長 住民課長。  

○小林住民課長 当日は、防災担当がらくらくに伺うのは初めてということで

したので、私の方が同席して行かせてもらいまして、当日の利用者に対して

の配慮に欠けた対応について、担当者とともに謝罪の方をしております。そ

の中で、後でけやき、らくらくセンター長とらくらくの管理者の方からは、

今までらくらくのグループホームは、尼子地区や甲良町とともに、とてもよ

い関係を築けていると思っていると。尼子サポーターの支援を受けて、防災

訓練に参加して１０年になるが、今回のようなことは初めてで、私たちも驚
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いたが、らくらくの入居者に限らず、支援の必要な人にはたとえマニュアル、

この場合、計画なんですけれども、計画になくても、適切な支援をしていた

だきたいことを今回要望させてもらって、次回の防災訓練では、その点を踏

まえて対応し、見直していただけると聞いて安心しましたと。これからもよ

ろしくお願いしますというような答えをいただきましたので、一定の理解を

示していただいたというふうに思っております。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 理解してくださったということで、それもちょっと確認をし

てもらいました。  

 そしたら、担当者が行ったときに、開口一番は、やはり経緯を教えてくだ

さいと言いました。それは知っていますよね、課長。そしたら課長が、まず

はそれではないでしょうと。謝罪が一番でしょうと言って、それから、謝罪

がやっています。そういうようなことで。それで、ずっと話し合いをしてい

た中で、ここに書いてありますけど、マニュアルという言葉を担当者が言わ

れました。そのことで話をされていって、目の前でしんどくしている人がい

るのに、どうしてやさしい手を差し伸べなかったのかということを言われて

いました。これに対しては、担当者はマニュアル、マニュアルということし

か、一点張りでしか答えなかったということでした。それで、向こうさんと

いうのは、マニュアルを問題にしている以上、私たちはこの問題は解決しな

いと思っているということで、ちょっとお話の方、聞かさせてもらっていま

すので、ちょっとこういうとこもつけ加えさせてもらいますので、マニュア

ルということがやっぱり問題やったということも、向こうも言っておられま

すので、またここら辺のとこで、しっかりと反省していただきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。  

 そのことについても、そこを報告すると言って、担当が答えているんです

かというと、この報告がどうされていたというのが、ちょっと疑問になって

おりますので、ちょっとこの点について、また次から質問に入りたいと思い

ます。  

 次、⑤の質問に行きたいんですけど、まず９月１９日に町長、副町長への

報告とあるが、どのような形で報告されているんですか。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 １９日に保健福祉課長と担当の方が行って、一定の理解をと

いうことで、防災担当の方から報告を受けましたので、副町長に、町長室に

上がってきていただいて、町長室で、町長と副町長に総務課長と、市原担当

で今の経緯を報告させてもらいました。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  
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○山田裕康議員 その報告に対して、前の町長、副町長はどのようなことを言

われましたか。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 前段に、尼子区長さんが来たということで、参事の方からも

報告をしていますので、その流れについて、一応理解をしていただいたとい

うことの報告でしたので、安堵はされておりました。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 そしたら、町長、副町長もこのようなことが起こって、担当

者にはやっぱり注意とかそういうなのも何もなかったということで、よろし

いんですよね。それと、理解はしているという形でよろしかったですか。  

○丸山議長 答弁要るの。  

○山田裕康議員 どっちでもええで。  

○丸山議長 今のよろしくお願いします言うて。  

○山田裕康議員 次、行きますね。次に、６の質問に入りたいと思います。ち

ょっと早いかな。１０月２日の課長会、防災訓練の反省点を職員に求め、ま

とめた内容から改善点を協議とあるが、反省点、改善点はどのようなことだ

ったのかということをお聞き、まぁ資料をいただいていますので、この前。

ちょっと簡潔にお願いします。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 まず、訓練が終わって、職員に全部気づいたことを出せとい

うことで、それを取りまとめて、早期改善できるものとか、長期にかかるも

のということで、整理をさせてもらい、全議員さんに全協で配らせてもらい

ましたが、そういうことで整理して、次回からできるところからやっていこ

うというふうに、課長会では整理をしております。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 そのとき資料をもらったんですけど、ここのらくらくさんの

話は一切載っていなかったんですけど、その話は全然出ていなかったという

ことですかね。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 資料のその他のとこで、４番目で、各字で実施する訓練で、

町と連携する場合には、十分な事前打ち合わせをというのと、５番で、字と

の調整不足というふうに課長会の資料はまとめています。ただ課長会の資料

をつくる前段で、各から取り寄せていますので、副町長の方も担当の方に出

していますので、副町長も当然知っていますので、こういうことで（尼子の

例）というふうに書かれていましたので、それを全体として取りまとめたの

が、この資料であります。  
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○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 ここで書かれているということなんですけど、担当者の方も

次の、次回の反省点やということを、町長、副町長に言われていますので、

ここら辺をちょっとやっぱり反省点ということで、町長、副町長に報告され

ているということでしたら、もうちょっと議論が要ったんじゃないかなと思

いますので、そこら辺のことをまた話し合いも、すぐもう防災訓練なんです

けど、やっていただきたいと思います。  

 それで、こういうようなことがあったので、課長、この反省点とか、皆で、

課長全員はやっぱり共有しているのかどうかというのは、どこまで徹底され

ているのかなというのをお聞きします。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 まず、１０月２日にこれで説明していますし、その後、議員

の方から１２月の一般質問でもされていますので、そのときに、何回も言い

ますが、一般質問するのに課長会を開いて、どういう回答やというのを協議

しますので、そこで議論をしています。当然、反省すべき点は反省するとい

うふうにそこでなっています。そういうこともありますし、それを踏まえて、

２月に防災会議も開いていますし、防災会議のメンバーでも、尼子の区長さ

んが自主防災組織の代表ということで入られていまして、そういう話も出ま

したので、当然町としては準備させてもらうということで、防災会議のメン

バーに参加している担当課長も知っていますし、それを踏まえて、まず４月

から、今年はそういうなのも踏まえて、早目に共通認識を持つということで、

４月の課長会から毎月のようにこんな感じで進めていますし、７月２日にも

参加者全員、全団体を寄って、こういうことをしますというので、全体の共

有を持っていますので、去年の反省を踏まえて、今年はそういうふうにさせ

てもらっております。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 全員がやって共有しているということなんですけど、しっか

りとやっていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。  

 次に、７の質問に行きますが、この問題に対して、障害を理由とする差別

の解消に関する法律に違反する行為であるがと、私は思うんですが、法律を

担当する保健福祉課として、どのような認識を持っているのか。また、今後

どのように対応するのか、お聞きします。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 住民に対して配慮に欠けていた行為だったと考えます。

障害を理由とする差別の解消に関する法律に照らし合わせて、検証していく

ことが必要と考えます。  
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○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 そのことはやっぱり、課員全員での協議はしたんでしょうか。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 課内会議の中で検討しました。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 そしたら、障害を理由とする差別の解消に関する法律という

のは、課員全員が把握しているということでよろしいですか。  

○丸山議長 保健福祉課長。  

○米田保健福祉課長 職員の中でも、職員対応要領というのが作成されており

まして、それに基づいた研修もしております。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 甲良町におけるやつですね。この要領というやつで。ここに

一緒のことが書かれていますので、これによって研修の方をされているとい

うことで、課員全員がこういう認識を持ってやっているということでござい

ます。ここら辺は甲良町がつくっているもんですので、これにしっかりやっ

てもらわなければいけないということですので、また保健福祉課長、よろし

くお願いいたします。  

 それで、次なんですけど、ちょっと８番の方は次の１０番の質問の方に関

連しますので、先に９の方で、この中において経過において、この問題は町

側の認識不足から生じたものと答えているが、どのような認識不足と考えて

いるのか、お願いいたします。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 これが、尼子の訓練、西小学校に今、避難してということで、

体育館で休憩をされるとこで、体育館に入らずに帰られるものと、そういう

認識と、地元の方はそうじゃなかったという、そのずれのことやと考えてお

ります。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 今、ちょっと認識のずれということなんですけど、これに対

してやっぱり検証の方をしっかりとされたんですか。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 そういう経緯を整理する中で検証していくということで。先

ほど言いました入り口までということの捉え方の解釈の違いがあったのでは

ないかなと思われます。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 やはり認識不足というのは、しっかりと確認さえ行っていれ

ばできたことなので、これにならないようにしっかりとお願いします。これ
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からも。  

 それと、先ほど言いました次の８の質問に入りたいと思いますけど、やは

りこのことは人権問題と捉えなければならないと思うんですけど、人権課は

どのように捉えているのか、お聞きします。  

○丸山議長 人権課長。  

○中川人権課長 先ほど保健福祉課長が述べましたように、問題提起を受けて

おりますので、これを障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律に照

らし合わせて、事実の確認をしながら、町の人権対策本部の中でも議論を深

めていくということで考えております。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 いわゆるこのことは課員全員でしっかり協議をされましたで

しょうか。  

○丸山議長 人権課長。  

○中川人権課長 課内の中でも、この問題については、いろいろ議論をさせて

いただきまして、きちっと検証していくべきやということで、先ほどの答弁

ということでございます。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 協議をして、今後どのように対応していくかというのは、今、

課員全員で話し合われているということでよろしいんですか。  

○丸山議長 人権課長。  

○中川人権課長 そういった相談というか、提起があった場合の手順というの

がありますので、それに従って、事実の確認をしながら、人権対策本部の中

で検証していくという手続を進めていくということで、町長含め、役場の中

でもそういうことでということになっております。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 やはり人権課というのが、人権問題があったときは、行政を

主導する立場の方になってくると思います。やはり人権課がしっかりとした

指導をしなければいけないということですので、この把握、またそういう本

部での検証などをしっかりとしていただかなければいけないと思います。は

っきり言って、人権問題は、人権課がしっかりと指導しなければ、何回も起

こるということですので、しっかりと人権課、よろしくお願いします。  

 次に、１０の質問に入りたいと思いますけど、これは重要な質問ですので、

しっかりとお答えください。課長会の訓練反省、改善協議においても、人権

問題と捉えておりませんと回答されておりますが、全課長がそう思っている

のか、お聞きします。  

○丸山議長 町長。  
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○野瀬町長 今までの経緯のとおり、当初は認識不足ということで、人権問題

とは捉えておりませんという回答をしてきたところであります。再度、ご指

摘を受けまして、内部で検討いたしまして、保健福祉課長、人権課長が申し

ましたとおり、人権問題として法に照らしてどうであったかということにつ

いては、人権課を中心に、さらにもう一度調査をし、検証していく。そして、

人権対策本部会で議論をするという段取りになっているところでございます。

これについては、９月１日の課長会でも徹底をしているところであります。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 町としては、人権問題やということで、結論ということでよ

ろしいですね。  

○野瀬町長 はい。  

○山田裕康議員 うん。それに対してですね。  

○丸山議長 町長。  

○野瀬町長 手を挙げませんでした、すみません。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 そしたら、ここに答えをくれたものは間違っていたというこ

とでしたら、ちょっともう一度、回答の方、欲しいと思うんですけど、それ

はできますかね。  

○丸山議長 町長。  

○野瀬町長 たしか人権問題として取り組みますという回答になっていると思

いますので、もう一度、双方確認をさせていただきたいと思いますが。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 私は、質問の中で、人権問題について捉えておりませんとい

う回答が来ていますので、ちょっとここら辺の訂正をまたしていただきたい

と思うんですが、どうでしょうかね。  

○丸山議長 町長。  

○野瀬町長 人権問題と捉えるかどうかについてを、人権対策本部会で協議を

していくということでございます。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 まだ人権問題とは捉えていないということですか。  

○丸山議長 町長。  

○野瀬町長 今、人権課でさらに今までの経過を踏まえて、調整といいますか、

整理中でありますので、今後、人権本部会を開いて、それを中身を議論して

いくということになります。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 今、ちょっと先ほどから保健福祉課の回答とか、人権課の回
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答とか聞いているんですけど、これの要領というのが、甲良町がつくってい

る要領、これにのっとってやっているということ、これに対してですけど、

やはりこれは人権問題やと、ここにも書かれているとおり、これに対して間

違っているということが言われていました。ということは、はっきりここら

辺のことをしっかりと見きわめてもらわなければいけないんですけど、これ

はまだ検証してどうのこうのと言われているんですけど、ちょっと先ほどか

らの回答と、どういう。ちょっとおかしいなと思うんですけど、その点は併

せてどう思いますか。  

○丸山議長 町長。  

○野瀬町長 中身は同じでございまして、障害者差別の法律と、それから内部

の要領を今、保健福祉課と人権課で整理をしてもらっているということでご

ざいます。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 そしたら、そのことが終わりましたら、ちょっと回答はしっ

かりとさせてもらうということで、よろしいでしょうかね。  

○丸山議長 町長。  

○野瀬町長 方向がまとまりましたら、回答させていただきます。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 まだちょっとそういう答えになるというのが、ちょっと合点

がいかないんですけど、回答してくれるということで、次に行きます。  

 次に、⑪の質問に入りますが、総合防災訓練に向け、臨機応変の柔軟に対

応し、訓練がスムーズに運べるよう、準備をしておりますとあるが、どのよ

うな準備をしているのか、お聞きします。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 先ほども言いましたが、通常、想定外のことが起こったら、

先ほど町長もありましたが、公務員として良識的な対応をとるということと、

あと何かあって判断がつかんかったら、本部に情報は一元化するということ

を踏まえて、先ほど言いました早目から準備をして、そういうことを何回も

確認しながら、課長会を何回も重ね、全体説明会をして、この日曜日に実施

する予定をしております。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 ちょっとお聞きしたんですけど、会議で、らくらくさんの会

議で、今度するときはブルーシートを敷かせてもらうということを、らくら

くさんが伝えていますね。らくらくさんからブルーシートはやっぱりめくれ

たりして、車椅子にあれやと危険ですので、お断りされていますので、その

ことに対してはどのようにするか、決まったんでしょうか。  
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○丸山議長 教育次長。  

○西村教育次長 らくらくさん、西小学校の方に避難されるということで、熱

中症対策ということでもありますので、教室の方へ校舎から避難所班でスタ

ッフが張りつきますので、誘導して、そのまま車椅子の状態のまま入ってい

ただくということで、ブルーシートは一切使いません。教室の中へ入ってい

ただいて、休憩していただくということを考えております。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 体育館と違うて、きちっとそっちの方が対応してもらえると

いうことで今、知らさせてもらいましたので、またそういったところ、らく

らくさんとしっかりと連携をとって、やっていただきたいと思いますので、

よろしくお願いします。  

○丸山議長 教育次長。  

○西村教育次長 支援者は最優先で配慮させていただきますので、そのように

当日張りつくスタッフには指示をしておりますので、その辺は抜かりなくさ

せていただこうと思いますので、よろしくお願いします。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 ありがとうございました。ここに書かれていますけど、７月

２日に第１９回防災訓練全体説明会というのでされております。このときに

らくらくさんの方へ謝罪をされておるということが聞いております。そのと

き、らくらくさんからは、次回の訓練に向けての改善をお願いしたい旨を伝

えられておりますので、そのこともありますので、しっかりとしていただき

たいと思います。  

 防災訓練の会議において、ちょっとこの前、町長室でしゃべらさせてもら

ったと思うんですけど、避難所のことで、今年は訓練は失敗できんと。らく

らくは丁寧に対応しなあかんと。らくらくがいるから、すぐに受け付けしな

あかんねんと。待たせたら、またビラに書かれると。また、訓練で失敗した

ら、書くやつがいるんや。ビラに書かれたら、おまえらが対応しろと総務の

方に言われている人がいるんですけど、それを町長室、その人が呼んで、確

認するので呼んでくれて、町長が後で確認すると言われましたが、確認して

どうでしたか。  

○丸山議長 町長。  

○野瀬町長 一応名前も指摘をされましたので、本人には申し伝えました。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 わかりました。本当に、こんなことを言うんじゃなしに、ま

ともにやっていれば、そんなことを言わなくて済むんですけど、情けないこ

とやと僕は思いますので、やっぱりそういうことのないよう、きちっと仕事
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さえやれば、こんなことを言わなくて済むんですので、よろしくお願いいた

します。  

 それと、らくらくさんからのコメントを聞いてきていますので、言わせて

いただきます。今回のことは、甲良町行事の中で起きた問題であり、個人の

問題ではなく、防災訓練対策本部の問題として捉えています。要介護者の高

齢者の配慮をしてもらえなかったことに、憤りを覚えます。また、マニュア

ルに載っていなかったというこだわりを主張され、その前に、人としてどう

対応するべきなのかを考えていただきたいと思っています。毎年の防災訓練

は、尼子地区の方々の温かいご支援とご協力のもとに、１０年あまり継続し

てきたものであり、訓練を通じて人と人との支え合いやつながりを大切にし、

心が通え合えることに常に感謝をしてきました。このような事象が起こった

ことは、役場が対策本部となった今回が初めてのことです。尼子地区の先駆

的な取り組みのように、訓練を通じて、本当に災害が起きたときに、支え合

うことのできる地域となるよう、活きる防災訓練であってほしいと願います

ということです。  

 やっぱりここに書かれているように、活きる防災訓練でなければならない

ということを言われていますので、そのことが甲良町ができないということ

なら、ちょっとこれは問題になりますので、しっかりと防災訓練をお願いし

たいと思いますので、よろしくお願いします。  

 それとちょっと１つお聞きしたいんですけど、私の方へ顧問弁護士の方か

ら２回、レターパックでご連絡というのが送られてきたんですけど、これ、

弁護士費用というのは大分かかるんですか。言えなければそうでいいですけ

ど。  

○丸山議長 総務課長。  

○中川総務課長 年間の顧問弁護士料の範囲で。  

○山田裕康議員 でやっているので。わかりました。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 わかりました。今までちょっとらくらくさんの方と甲良町の

方でちょっと矛盾している点を聞かさせてもらったんですけど、やはり明日、

明後日になっていますので、しっかりとその点やっていただきたいと思いま

すし、よろしくお願いしたいと思います。  

 訓練の方はこれにて終わらせていただきまして、次、２の質問に入りたい

と思います。①の質問ですけど、長寺共同作業所は１０年ぐらい前に移転の

話があり、そのことが凍結になっていると聞いたが、移転の話はどのように

なっているのか、お聞きします。  

○丸山議長 産業課長。  
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○北坂産業課長 町といたしましては、移転を行うということは一応書面でも

何も残っておりません。作業所自体を改造や器具設置などを何度か手が入っ

ている、お金を入れてやっているということは承知をしておりますが、移転

の話というのが凍結になったということは認識しておりません。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 そのことを、ちょっと町長にもお話しされたということを聞

いているんです。町長はどういうふうに聞いていますかね。  

○丸山議長 町長。  

○野瀬町長 どなたの町長かわかりませんが、地元の役員さんが将来、住宅が

周辺に建ち込んできたので、粉じんとか騒音とかの被害が心配されるので、

具体的に聞いているのは、緑ヶ丘の方で移ってはどうかという検討はしまし

たけど、具体は何もなかったですということは聞いています。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 場所の方、僕もこっちの方へ行くというのは聞いていました

ので、ちょっとそのことを聞かさせてもらった。  

 それで、現在はどういった稼働状況になっているかというのを把握されて

いますかね。  

○丸山議長 産業課長。  

○北坂産業課長 稼働状況といたしましては、数人の方が農業をやっておられ

て、作業をされておられるということは聞いております。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 そこで、やっぱり機械が大分古くなってきて、騒音がひどく

なっているということで、ちょっと聞いたんですけど、困っているというふ

うに聞いたんですけど、そういうことは聞いておられますかね。  

○丸山議長 産業課長。  

○北坂産業課長 このご質問をいただく前は聞いておりませんでしたが、これ、

ご質問いただいて確認したら、そのような話がありました。施設につきまし

ては４０年以上たっておるもので、長寺もですが、呉竹についても同じよう

に老朽化しているのが現状やと思っております。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 ちょっと２の質問の方に答えていただいたんですけど、老朽

化がひどくなっていると。また、耐震性も確保されていないということで聞

いておりますが、これからどうしていくのかというのがあれば教えてくださ

い。  

○丸山議長 産業課長。  

○北坂産業課長 以前ですと、補助事業というところで、施設を建てた経緯が



－89－ 

ございます。補助事業などを現在模索しておりますが、今後、利用者の方と

話し合って、今後の方針を決めたいと考えております。  

○丸山議長 ４番 山田裕康議員。  

○山田裕康議員 先ほども言いましたけど、機械が非常に古くて、前、かえて

ほしいと言われています。呉竹の作業の方も同じことを言われているのは、

先ほど課長の方が言われましたので、一遍にかえるのは、機械をかえるのは

大変なので、１台ずつでも毎年かえるとか、ちょっとあかんもんが出てくる

可能性が高いということで、急に作業に入っても動かなくなったりしたら大

変なことになってきますので、そういった点をお願いさせていただきます。  

 これで、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。  

○丸山議長 山田裕康議員の一般質問が終わりました。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日は、これをもって散会します。ご苦労さまでした。 

（午後４時１９分 散会） 
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